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(57)【要約】
　アイテムがユーザ間で共有されることができ、アイテ
ム及びユーザの両方が既存の情報検索ランク付け技術に
基づいて検索及びランク付けされることができるように
汎用的なアノテーションベースのメカニズムを使用する
コミュニケーション及びコラボレーションのためのシス
テム及び方法。新しい方法が、カテゴリーコンテキスト
に基づいてユーザ及びアイテムを同時にクラスタ化する
ために導入される。これらのメカニズムは、コンテキス
トに基づいてアイテムを発行及びサブスクライブするこ
とを可能にするメカニズムをもたらすために利用される
。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一意な識別子を有する複数のユーザ間で共有することができる、一意な識別子を有する
複数のアイテムを特定するステップと、
　各ユーザにその他のユーザと無関係に少なくとも１つの自然言語の少なくとも１つのキ
ーワードを用いて複数の前記アイテムをアノテーションさせるステップであって、それぞ
れの前記アイテムが少なくとも１人のユーザによってアノテーションされ、それぞれの前
記アノテーションが、アノテーションする前記ユーザの前記識別子と、アノテーションさ
れている前記アイテムの前記識別子と、アノテーションする前記ユーザがアノテーション
されている前記アイテムを記述するために選択する少なくとも１つのキーワードとを含む
アノテーションイベントによって示され、それぞれの前記アノテーションイベントが少な
くとも１つの種類の複数のイベントソースから生成される、ステップと、
　特定のアイテムに関連する前記キーワードが該アイテムのための前記アノテーションイ
ベントから収集され、かつ、特定のユーザに関連する該キーワードが該ユーザにのための
前記アノテーションイベントから収集されるように前記イベントソースから前記アノテー
ションイベントを収集するステップと、
　少なくとも１人の前記ユーザにアイテム又はユーザをキーワードによって検索させるス
テップであって、該検索に使用したキーワードを前記収集されたキーワードの中に有する
アイテム又はユーザが結果として返されるように検索させるステップと
を含む、コラボレーションのための方法。
【請求項２】
　前記イベントソースの種類が、記憶ダイアログ、アイテムを発行すること、アイテムを
タグ付けすること、検索のクリックストリーム、アイテム内の単語を強調し、前記単語を
前記アイテムに関するキーワードとして働かせること、ファイルをファイルシステムに保
存すること、リンクテキスト解析、オペレーティングシステム、及びソフトウェアモジュ
ールからなる群のうちの少なくとも１つのである請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アイテムが、デジタルアセット、物理的資産、人、生物、テキスト広告、映像広告
、イベント、場所、状態、プロセス、行為、グループ、概念、ファイル、電子メール、イ
ンスタントメッセージ、ブログのポスト、ポッドキャスト、ウェブページ、ウェブサイト
、ウェブサービス、データ構造、ソフトウェアモジュール、ソフトウェアオブジェクト、
アプリケーション、オペレーティングシステム、リレーショナルデータベース内のテーブ
ルの行、ＸＭＬデータ、及びＲＤＦで示されたリソースからなる群のうちの任意の１つで
ある請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記一意な識別子が、ハッシュ値、ＵＲＬ、ＵＲＩ、ＵＲＮ、ＵＮＣ、バーコード、Ｒ
ＦＩＤ、基準マーカ、電子メールアドレス、社会保障番号、車両登録番号、及び電話番号
からなる群のうちのいずれか１つである請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記アイテムの各々が最大で１つの一意な識別子を有する請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザの各々が最大で１つの一意な識別子を有する請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記識別子がグローバルに一意である請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ユーザにユーザＩＤ及びパスワードを用いて認証させることによって一意なユーザ
識別子を割り当てるステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記アイテムが、少なくとも１つのタイトルフィールド及び／又は説明フィールドによ
ってさらに記述される請求項１に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記アイテム識別子がユーザ識別子である請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのキーワードがアイテム識別子である請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのキーワードがユーザ識別子である請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記アノテーションイベントが前記ユーザによってデジタル署名される請求項１に記載
の方法。
【請求項１４】
　前記アノテーションイベントが収集のためにネットワークを介して少なくとも１つのサ
ーバに送信される請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ネットワークがインターネットである請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　ユーザ毎のアノテーションイベントの前記収集がクライアントにおいて行われる請求項
１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記アノテーションイベントがアイテム毎に収集される前にユーザ毎の前記アノテーシ
ョンイベントが正規化される請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　情報検索ランク付けアルゴリズムを使用してクエリに対する関連性に基づいて前記検索
結果をランク付けするステップをさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　複数の前記アルゴリズムに基づいて前記検索結果をランク付けさせ、次に前記ランクを
収集して関連性を判定する請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記クエリに関するキーワードベクトルを構築し、収集されたキーワード及び各結果に
関するそれらのキーワードの発生の頻度のベクトルを構築するステップと、
　ＴＦ－ＩＤＦ、ＴＦ－ＩＤＦの変形形態、ＯＫＡＰＩ、及びピボット正規化からなる群
からのランク付けアルゴリズムを使用して前記ベクトルに基づいてランクを計算するステ
ップと
をさらに含む請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記アイテムの前記収集されたキーワードが前記アイテムの定義キーワードに制限され
る請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　アイテムの結果集合を計算するステップと、
　これらのアイテムをアノテーションしたすべての前記ユーザを前記結果集合に含めるス
テップと、
　リンク解析ランク付けアルゴリズムのためにユーザをハブとして扱い、アイテムをオー
ソリティとして扱うステップと、
　それぞれの前記ユーザから、前記ユーザによってアノテーションされたすべてのアイテ
ムへの統合的なハイパーリンクを生成するステップと、
　少なくとも１つのリンク解析ランク付けアルゴリズムを使用して、アイテムに関するラ
ンクを計算し、かつ、少なくとも１つのリンク解析ランク付けアルゴリズムを使用して、
前記結果セットのユーザに関するランクを計算するステップと
をさらに含む請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　前記リンク解析ランク付けアルゴリズムが、Ｉｎｄｅｇｒｅｅ、ＨＩＴＳ、ランダム化
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ＨＩＴＳ、サブスペースＨＩＴＳ、ＳＡＬＳＡ、ＨＵＢＡＶＧ、オーソリティ閾値系統の
アルゴリズム、ＭＡＸ、ＢＦＳ、ＢＡＹＥＳＩＡＮ、単純化ＢＡＹＥＳＩＡＮ、Ｐａｇｅ
Ｒａｎｋ、パーソナライズされたＰａｇｅＲａｎｋ、ＴｒａｆｆｉｃＲａｎｋ、ＴＯＰＨ
ＩＴＳ、ＣｕｂｅＳＶＤ、ＰＨＩＴＳ、及びＰＬＳＡ＋ＰＨＩＴＳからなる群のうちの１
つである請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記結果集合内のユーザ及びアイテムの双方に関して収集された前記キーワードが、前
記検索の前記キーワードを含む請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記結果集合を計算するために使用される各アノテーションイベントが、前記クエリの
すべてのキーワードを含む請求項２２に記載の方法。
【請求項２６】
　前記結果集合を計算するために使用される各アノテーションイベントが、前記クエリの
すべてのキーワードを含み、少なくとも１つの前記キーワードが前記アノテーションイベ
ントの前記アイテムに関する定義キーワードである請求項２２に記載の方法。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つのキーワードが、意味の機械表現である請求項１に記載の方法。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのキーワードが、意味メタデータである請求項１に記載の方法。
【請求項２９】
　少なくとも１つの辞書によって前記意味メタデータを記述し、前記辞書に基づいて前記
クエリの前記キーワードと、アイテム及びユーザの前記収集されたキーワードとの曖昧性
を除去するステップをさらに含む請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　アイテムの定義キーワード又はカテゴリーコンテキストのキーワードを集合として扱い
、すべての前記集合におけるキーワードの共起に基づいてオントロジーを生成するステッ
プをさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項３１】
　辞書内の概念の間の意味関係が前記共起データから生成される請求項３０に記載の方法
。
【請求項３２】
　コンテキストによってアイテム及びユーザの両方を同時にクラスタ化するステップをさ
らに含む請求項１に記載の方法。
【請求項３３】
　コンテキストによってアノテーションイベントを収集するステップと、
　既定の最小数の一意なユーザ識別子及び既定の最小数の一意なアイテム識別子をコンテ
キストの収集されたアノテーションイベント内に有するコンテキストを判定するステップ
と、
　前記コンテキストに基づいてアイテム及びユーザをクラスタ化するステップと
をそらに含む請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記アノテーションイベントを所定の期間に制限するステップをさらに含む請求項３３
に記載の方法。
【請求項３５】
　前記クエリのサブコンテキストであるすべての前記コンテキストを判定するステップと
、
　前記判定されたコンテキスト内に存在するすべてのキーワードが前記検索クエリの一部
である前記キーワード以外に存在する場合に、前記判定されたコンテキストから一意なキ
ーワードの集合を計算するステップと、
　それぞれの前記一意なキーワードを、前記キーワードを元のクエリに追加し、前記クエ
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リを再発行することによってユーザがドリルダウンすることができる下位カテゴリーとし
て提示するステップと
をさらに含む請求項３３に記載の方法。
【請求項３６】
　ユーザがキーワードの集合を用いてアイテムをアノテーションするときにアイテムを発
行するステップをさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項３７】
　前記ユーザに対応する一意な発行者識別子を用いて前記発行されたアイテムをアノテー
ションするステップをさらに含む請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記発行するユーザにユーザＩＤ及びパスワードを用いて認証させることによって一意
な発行者識別子を割り当てるステップをさらに含む請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
　前記アノテーションイベントが発行アノテーションイベントである請求項３６に記載の
方法。
【請求項４０】
　前記発行アノテーションイベントが一意なアイテム識別子を有するアイテムである請求
項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　前記アノテーションイベントのキーワードの前記集合がカテゴリーコンテキストである
請求項３６に記載の方法。
【請求項４２】
　前記発行されたアイテムが、所定の条件が満たされるまで前記コンテキストに関する前
記ユーザのサブセットに対して前記発行されたコンテキストにおいて高くランク付けされ
る請求項３６に記載の方法。
【請求項４３】
　検索結果が前記発行者識別子に基づいてランク付けされる請求項３７に記載の方法。
【請求項４４】
　アイテムを発行する行為がワークフロープロセス内のステップの完了に対応する請求項
３７に記載の方法。
【請求項４５】
　前記ワークフロープロセス内の前記ステップが、認可、要求、割り当て、終了、及び通
知を含む群のうちの１つである請求項４４に記載の方法。
【請求項４６】
　ユーザプロファイルに基づいて自動的に周期的に検索するステップと、
　情報検索ランク付けアルゴリズムを使用して、クエリに対する関連性に基づいて検索結
果をランク付けするステップと、
　ユーザ毎に上位にランク付けされた結果のサブセットを取り出し、記憶するステップと
、
　前記結果を前記ユーザの要求で前記ユーザに提示するステップと
をさらに含む請求項３７に記載の方法。
【請求項４７】
　発行者識別子によって各コンテキストに関する前記記憶された結果を再ランク付けする
ステップをさらに含む請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　前記発行されたアイテムが、所定の条件が満たされるまで前記コンテキストに関する前
記ユーザのサブセットに対して前記発行されたコンテキストにおいて高くランク付けされ
る請求項４６に記載の方法。
【請求項４９】
　ユーザの前記サブセットが、高くランク付けされた発行者、高くランク付けされたユー
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ザ、及びユーザの無作為の選択からなる群のうちの少なくとも１つのユーザから選択され
る請求項４８に記載の方法。
【請求項５０】
　提示されたアイテムに関するアノテーションイベントのときに存在する発行者識別子が
前記アノテーションイベントに含まれるように、ユーザが前記アイテムをアノテーション
するときに前記アノテーションイベントを生成するステップをさらに含む請求項４６に記
載の方法。
【請求項５１】
　前記発行者が、前記ユーザ及び／又は元の発行者によって最も認められた発行者に制限
される請求項５０に記載の方法。
【請求項５２】
　ユーザプロファイルに基づいて自動的に周期的にコンテキストの集合を検索するステッ
プと、
　情報検索ランク付けアルゴリズムを使用してクエリに対する関連性に基づいて検索結果
をランク付けするステップと、
　各コンテキストに関して上位にランク付けされた結果のサブセットを取り出し、記憶す
るステップと、
　前記結果を前記ユーザの要求で前記ユーザに提示するステップと
をさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項５３】
　所定の期間内に前記コンテキストに追加されたイベントに前記検索を制限するステップ
をさらに含む請求項５２に記載の方法。
【請求項５４】
　前記コンテキストがカテゴリーコンテキストに制限される請求項５２に記載の方法。
【請求項５５】
　前記コンテキストが前記ユーザによって明示的に指定される請求項５２に記載の方法。
【請求項５６】
　キーワード及びユーザ識別子からなる群からの少なくとも１つのパラメータに基づいて
ＴＦＩＤＦの時間に基づく変形によって各コンテキストに関する前記記憶された結果を再
ランク付けするステップをさらに含む請求項５２に記載の方法。
【請求項５７】
　少なくとも１つの広告が、関連性のあるユーザを検索し、前記広告を前記ユーザに対し
て表示することによって少なくとも１人のユーザにプッシュされる請求項１に記載の方法
。
【請求項５８】
　前記広告がユーザプロファイルに基づいて再ランク付けされる請求項５７に記載の方法
。
【請求項５９】
　前記広告が、テキスト、オーディオ及びビデオ、並びに部門別案内広告の群からの少な
くとも１つからなる請求項５７に記載の方法。
【請求項６０】
　前記検索が、コンテキストに基づいていくつかのアノテーション収集サーバに渡って連
携される請求項１に記載の方法。
【請求項６１】
　アイテムが所定のキーワードの集合のうちの少なくとも１つを用いてアノテーションさ
れる場合に前記結果から前記アイテムの集合を削除するステップをさらに含む請求項１に
記載の方法。
【請求項６２】
　前記キーワードのアノテーションの頻度が所定のレベルを超える場合にのみアイテムが
削除される請求項６１に記載の方法。
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【請求項６３】
　前記検索が検索エンジンにおいて実行され、アノテーションイベントが前記検索エンジ
ンの検索ログのクリックストリームから生成される請求項１に記載の方法。
【請求項６４】
　一意な識別子を有する複数のユーザ間で共有することができる、一意な識別子を有する
複数のアイテムを特定する手段と、
　各ユーザにその他のユーザと無関係に少なくとも１つの自然言語の少なくとも１つのキ
ーワードを用いて複数の前記アイテムをアノテーションさせる手段であって、それぞれの
前記アイテムが少なくとも１人のユーザによってアノテーションされ、それぞれの前記ア
ノテーションが、アノテーションするユーザの前記識別子と、アノテーションされている
前記アイテムの前記識別子と、アノテーションする前記ユーザがアノテーションされてい
る前記アイテムを記述するために選択する少なくとも１つのキーワードとを含むアノテー
ションイベントによって示され、それぞれの前記アノテーションイベントが少なくとも１
つの種類の複数のイベントソースから生成される、手段と、
　特定のアイテムに関連する前記キーワードが該アイテムのための前記アノテーションイ
ベントから収集され、かつ、特定のユーザに関連する前記キーワードが該ユーザのための
前記アノテーションイベントから収集されるように、前記イベントソースから前記アノテ
ーションイベントを収集する手段と、
　少なくとも１人の前記ユーザにアイテム又はユーザをキーワードによって検索させる手
段であって、該検索に使用したキーワードを前記収集されたキーワードの中に有するアイ
テム又はユーザが結果として返されるように検索させる手段と
を備える、コラボレーションのためのシステム。
【請求項６５】
　前記コンテキストを、すべてのアイテムが前記アイテムをアノテーションする既定の数
のユーザを有する既定の数の前記アイテムが存在するコンテキストに制限するステップを
さらに含む請求項３３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アイテム及びユーザの両方が既存の情報検索ランク付け技術で検索及びラン
ク付けされることを可能にするように検索の概念を拡張するコミュニケーション及びコラ
ボレーションのための方法に関する。本発明は、コンテキストベースのコミュニケーショ
ンメカニズムを提供するために利用される。
【発明の背景】
【０００２】
［背景］
　ワールドワイドウェブの登場とコンピュータのほぼユビキタスな存在とは、人々が情報
を発見し使用する様式を劇的に変化させた。しかし、我々が２１世紀を迎えたとき、我々
は他に例を見ないジレンマに直面している。情報及び知識がこれまでになく重要になり、
ますます多く生み出されているが、有用で適切な情報を発見することはますます難しくな
りつつある。
【０００３】
　ウェブ検索技術は、当技術分野における重要な飛躍的進歩を示す。初期の検索エンジン
は、ウェブ上のページのグラフを行き来し、それらを集中サーバにダウンロードするソフ
トウェアプログラムであるウェブクローラ又はスパイダを作成した。次に、これらは転置
インデックスに変換され、情報検索（ＩＲ）方法に基づいて検索された。人は、単語又は
単語の集合を含んだすべてのドキュメントを検索することができた。ページの小規模な集
合に対して有用であったが、これはスケーリングできなかった。検索の有用性は、クエリ
に関連しない多数の返却ドキュメントによって損なわれた。したがって、関連性のあるド
キュメントを発見するためにすべての結果を調べることが現実的ではないとき、重要なド
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キュメントが発見されることはできなかった。
【０００４】
　この「多量さ」の問題は、Ｋｌｅｉｎｂｅｒｇ、Ｐａｇｅ、及びＢｒｉｎの初期の重要
な論文において対処された。Ｋｌｅｉｎｂｅｒｇ、Ｐａｇｅ、及びＢｒｉｎは、ドキュメ
ント間のハイパーリンクを関連性の判断の代用として使用した。多くのその他のページに
よってリンクされたページは通常よりも関連性があるであろうことが既に知られていた。
Ｐａｇｅ及びＢｒｉｎは、あるページをいくつのページが指すかだけでなく、これらのペ
ージがどのような質であるかも重要であるという洞察によってこの概念を改善した。Ｐａ
ｇｅ及びＢｒｉｎは、Ｇｏｏｇｌｅ検索エンジンにおいて使用されているＰａｇｅＲａｎ
ｋ法を提案した。これは、そのページにリンクするページに基づく、クエリに依存しない
ページのランク付けである。
【０００５】
　Ｋｌｅｉｎｂｅｒｇは、ウェブページの質のより改善された概念を提案した。Ｋｌｅｉ
ｎｂｅｒｇは、質の高いページがその他の質の高いページ（Ｋｌｅｉｎｂｅｒｇはオーソ
リティと呼んだ）を指すことは必要でないと主張した。その代わりに、質の高いオーソリ
ティへのリンクの集合を含むハブと呼ばれる特別なノードが存在する。ＨＩＴＳアルゴリ
ズムは、質の良いハブは多くの質の良いオーソリティにリンクするハブであり、質の良い
オーソリティは多くの質の良いハブによってリンクされるオーソリティであるとの洞察に
よってハブ及びオーソリティの両方に基づいて質を評価した。これはクエリに依存する態
様で計算された。
【０００６】
　これらの方法は、ネットワーク中の集合的な知性を取り入れて、適切な及び有用なペー
ジを検索結果の上位にすることを助けることを可能にした。そのようなリンク解析及びラ
ンク付け（ＬＡＲ）アルゴリズムの成功は、Ｇｏｏｇｌｅの成功にはっきりと見られる。
この成功は当該領域の多数の研究をもたらし、Ｈｉｌｌｔｏｐ、ＳＡＬＳＡ、ランダム化
ＨＩＴＳ、サブスペースＨＩＴＳなどのような上記アルゴリズムの多くの変形が存在する
。より最近、結果の質を向上するために３変数のテンソル分解を利用するＴＯＰＨＩＴＳ
のような３レベルアルゴリズムが提案された。ＨＩＴＳは、ハブ及びオーソリティを計算
するために使用された初期ページがクエリのトピックにまったく関連しなかった可能性が
ある場合にトピックドリフトを被った。ＴＯＰＨＩＴＳはリンクテキスト（ハイパーリン
ク内のテキスト）を使用して、ハブ及びオーソリティのクエリのトピックに対する関連性
を割り当てることによってＨＩＴＳを改善する。
【０００７】
　しかし、ウェブ検索技術は進歩したものの、まだ多くの重大な問題が残っている。通常
のクエリは数百万の結果を返す。所望のページが上位の１０件又は２０件の結果の中に発
見されない場合、検索は無駄である。この問題は、たとえユーザが多種多様な情報ニーズ
を持っている可能性があったとしてもすべてのユーザが同じクエリに対して同じ結果を得
るという事実によっていっそう大きくされる。その一方で、ウェブに対する通常のクエリ
は２、３語である。このことは、検索エンジンがすべてのユーザの情報ニーズを満足する
ことを非常に難しくする。この問題を軽減するために主要な検索エンジンが取っている１
つのアプローチはパーソナライズされた検索である。ＣｕｂｅＳＶＤは、ユーザのクリッ
クストリーム（ユーザがクリックするクエリ結果）を使用してユーザに関する関連性を判
定することによるパーソナライズされた検索に対する最近のテンソル分解アプローチであ
る。しかし、パーソナライズが実装される態様によっては重大なプライバシーに関する懸
念が残り、これらのアプローチが効果的であるかどうかはまだ分かっていない。
【０００８】
　会社のイントラネットのウェブページの検索又はファイル共有などのエンタープライズ
サーチ、及びデスクトップ検索における状況はさらに悪い。いくつかの研究は、ファイル
、電子メールなどのすべての法人のデータの８０％までもが構造化されていない（データ
ベース又はアプリケーション内にない）と見積もる。ドキュメント間にハイパーリンクの
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接続性がないために、ウェブのＬＡＲアルゴリズムの進歩は適用されるようにされること
ができない。これらのシステムにおけるランク付けは、全文検索のＴＦＩＤＦスタイルの
アルゴリズムにまだ限定され、より低い質をもたらす。近く登場するＭｉｃｒｏｓｏｆｔ
　Ｗｉｎｄｏｗｓ　Ｖｉｓｔａオペレーティングシステムにおけるキーワードに基づくカ
テゴリの使用などの最近の充実したインデックス付けアプローチでさえも、以前のＩＲシ
ステムの同様の問題にまださらされている（キーワードに基づいてドキュメントを検索す
る人は検索回数の２０％しか当該ドキュメント上のキーワードと同じキーワードを使用し
ない可能性が高いと推定されている）。このことは、インターネット上でドキュメントを
発見することの方が、ユーザ自身のハードディスク上でそのドキュメントを発見すること
よりも容易であるという逆説的な状況を生じる。
【０００９】
　最近、フォークソノミと呼ばれる分担方法を通じてカテゴリーの領域で興味深い研究が
なされてきた。集中的な態様でウェブを手動で分類するＹａｈｏｏ！及びＯＤＰの初期の
試みと異なり、それらは、ブックマーク、画像、及びウェブページを共有するためのコラ
ボレーションによるタグ付けアプローチを使用するように試みる。この空間の主要な革新
者はＦｌｉｃｋｒ、ｄｅｌ．ｉｃｉｏ．ｕｓ、及びＴｅｃｈｎｏｒａｔｉを含む。タグ付
けに対するそれぞれのアプローチは異なるが、それらのすべてはユーザのための共有空間
を作成するための基礎としてキーワードを使用するように試みる。しかし、全般に、少数
のユーザだけが実際にフォークソノミを使用する。これは、それらが検索よりも使用する
ことが難しいという事実が原因の一部であり、フォークソノミのページの適用範囲が利用
可能なページのうちのごくわずかであることも原因である。ウェブ又はディスクを自動的
に巡回してすべてのドキュメントにインデックスを付けることができる検索とは異なり、
フォークソノミに効率的にページを取り込むことができる同等のメカニズムは存在しない
。
【００１０】
　同様の一連の問題が、概してブログ及びメッセージングシステムに存在する。ブログは
、ユーザが単に情報の消費者であるだけでなく、オンラインでコンテンツをポストするこ
ともできる「読み書き」ウェブを作成する試みである。ブログの真の期待は、誰かに発行
されたブログのポストが興味を持っている可能性がある読者に効率的な態様で届くことが
できるときにのみ実現されことができる。必要とされているのは、人が関連性のあるブロ
グのポスティングを検索する代わりにブログのポスティングが関連性のある人を検索する
必要がある、検索とは反対のものである。これを実現する態様は現在存在しない。電子メ
ールのようなその他のメッセージングシステムにおいては状況はさらに悪い。電子メール
及びＩＭは１対１のインタラクションのための効率的なメカニズムであるが、電子メール
及びＩＭはトピックに対して電子メールを送信する概念を効率的に扱わない。配布先リス
トはトピックに関してメールを送信することに対する最も近い代用であるが、動的に配布
先リストを作成し、人をそれらの配布先リストに割り当てることはできない。多くの場合
、ドキュメントの存在を他の人に伝える唯一の態様は電子メールである。このことはその
ような配布先リストの乱用につながり、受信箱が、ユーザに対する関連性が低く、情報の
過多及び損失をもたらすメールで溢れるようになる。
【００１１】
　組織が法人か、政府機関か、非政府機関か、軍隊か、それとも宗教団体かにかかわらず
、概して組織はより大きく、より複雑になった。そのような組織が規模を増すにつれて、
人が互いに知り合うことは次第に難しくなり、多くの場合組織は、ある人が他の人が何を
しているのか分からない周囲が見えない部分に分割される。これは、組織が急速に変わる
環境に直面するとき、及び組織の異なる部分が好機を物にするか又は脅威に立ち向かうた
めに動的に協働するようにされなければならない場合に重大な問題である。電話又は電子
メールのような２点間コミュニケーションを用いた階層及び部門などの従来の組織構造は
、効果的な対応を行うための柔軟性を認めない。コンテキストベースのコミュニケーショ
ン及びコラボレーションメカニズムが重要な役割を果たすことができる。人が新しい好機
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／脅威などの特定のコンテキストに基づいて集まり、その好機／脅威が過ぎ去るときに解
散することを可能にするパラダイムは、変更により対応しやすい組織化に対するより有機
的なアプローチの作成を可能にする。ウェブページの作成者及び最終ユーザが「コラボレ
ーションする」ために互いを知る必要がないウェブ検索の基本的メタファは、組織が複雑
性を管理することを可能にするようにコミュニケーション及びコラボレーションにまで拡
張されることができる。
【００１２】
［本発明の背後にある基本的概念］
　本発明は、コミュニケーション及びコラボレーションの観点で問題を定義することによ
って解決法を提供するように試みる。本発明は、ｉ）情報検索の進歩が適用されることが
できるような汎用的なアノテーションベースのコラボレーションシステムの作成と、ii）
ユーザ及びアイテムをクラスタ化するための方法と、iii）人がコンテキストに基づいて
メッセージを発行及びサブスクライブすることを可能にするコミュニケーション方法とを
可能にするシステム及び方法を作成することに重点を置く。当技術分野にとって新規性の
あるこれらのメカニズムには複数の特徴がある可能性がある。これらの方法はスタンドア
ロンで使用されることができるだけでなく、互いに又はその他のシステムと関連して使用
されることができる。
【００１３】
［ＩＲを用いた汎用的なアノテーションベースのコラボレーションシステム］
　当技術分野に知られている多くの形態のアノテーションベースの分担システムが存在す
る。すべてのフォークソノミはそのようなシステムの例である。しかし、アノテーション
システムは、分担及びコラボレーションの観点でそれらのシステムの有効性に違いがある
。常にＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　ＷｉｎｄｏｗｓのＮＴＦＳファイルシステムは任意のファイ
ルにキーワードを追加する能力を有していたが、この機能は、主にそのようなキーワード
がファイルを効率的に発見するために使用されることができなかったという理由で実際に
は使用されてこなかった。Ｔｅｃｈｎｏｒａｔｉ　Ｔａｇ（ブロガが人がそれらのブロガ
のポストを発見できるようにそれらのブロガのポストにタグを付けることを可能にする技
術）は、作者しかアイテムにタグを付けることができないので有効性が低い。Ｆｌｉｃｋ
ｒは、ユーザがそれらのユーザの写真をその他の人と共有することを可能にする写真共有
サイトである。しかし、ユーザは、それらのユーザがいったんその他のユーザの写真を見
てしまうとその写真に関する利用を制限され、したがって、Ｆｌｉｃｋｒの力はコラボレ
ーションについてはより低く、共有についてはより高い。
【００１４】
　しかし、Ｄｅｌ．ｉｃｉｏ．ｕｓは、ブックマークに関する成功したコラボレーション
システムの例である。ある人のブックマークは場合によってはその他の人に対して独自の
価値を有する可能性があるので、そのブックマークを共有する行為は例えばＦｌｉｃｋｒ
よりも重要な役割を負う。様々な人が同様の問題に直面する可能性があるので、その問題
を解決することに役立つ関連情報を共有することはコラボレーションの側面を帯びる。ブ
ックマークの本質的な価値は別にして、ｄｅｌ．ｉｃｉｏ．ｕｓは、そのメカニズムの観
点においてもその他のフォークソノミとは異なる。そのメカニズムは複数のユーザが同じ
アイテムにタグを付けることを可能にし、複数のユーザはそれらのユーザがタグを付ける
ことから独立に有用性を導き出すので同じアイテムにやはりタグを付ける。
【００１５】
　ウェブの多くの性質がべき乗則を示すことが当技術分野において知られている。べき乗
則は、図２のような両対数グラフにプロットされるとき直線を形成する分布である。これ
は、フラクタルであることの基本指標とみなされ、スケール不変性を説明する（分布はど
のようなスケールでも自己相似的に見える）。べき乗則は、ウェブページのコンテンツ、
ウェブページ間のハイパーリンク、検索クエリ、ウェブサーバ上のファイルサイズ、トラ
フィックパターン、及びインターネットを構成する物理的配線において認められている。
ページ間のハイパーリンクにおけるべき乗則は、ＰａｇｅＲａｎｋ及びＨＩＴＳのような
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ＬＡＲアルゴリズムが解に効果的に収束し、したがって実用的な方法になることを可能に
する。ドキュメントのコンテンツにおいて使用される語は、ジップの法則としても知られ
るべき乗則にやはり従う。これは、ＴＦ－ＩＤＦ（語の頻度－ドキュメントの頻度の逆数
）、及び関連性によって検索結果をソートするためのその他の方法などのＩＲランク付け
方法によって暗黙的に利用される。Ｄｅｌ．ｉｃｉｏ．ｕｓも図１のようなべき乗則を示
す。アイテム内のキーワードの頻度、キーワードに対するアイテム数、ユーザに対するア
イテム数、アイテムに対するユーザ数などがすべてべき乗則の分布に従う。本発明は、ｄ
ｅｌ．ｉｃｉｏ．ｕｓにおけるアイテムに対するキーワードの分布が（実際にはウェブの
リンクテキストであるような）ウェブ検索エンジンにおけるクエリに対するキーワードの
分布と似ていることに留意する。アイテム毎のユーザの分布は、ワールドワイドウェブ上
のインリンク（ウェブページに入ってくるハイパーリンク）の分布に似ている。実際には
、ウェブ上のハイパーリンクは通常はページナビゲーションの形態とみなされるが、本発
明はそれらのハイパーリンクがアノテーションの形態としてもみなされ得ることに留意す
る。
【００１６】
　本発明はこれらのべき乗則の性質が、言語自体の性質、及び我々が我々の周りのアイテ
ムの有用性を理解する態様の性質であると仮定する。これは、コミュニケーション及びコ
ラボレーションの２つの相互に強化し合うプロセスの必然的結果である。したがって、こ
れらのプロセスにおいて行われる創発的な自己組織化を好適に利用することができる任意
のアノテーションシステムは、ＩＲ及びＬＡＲ研究の既存の団体によって有利に利用され
ることができる同様のべき乗則の特徴を示す。
【００１７】
　この基本的な考え方を用いて、本発明は、アノテーションシステムの概念を少なくとも
２つの重要な態様で一般化する。アノテーションは、ユーザがキーワードを用いてアイテ
ムにタグを付ける行為であると考えられるだけでなく、ユーザに簡潔な態様でアイテムを
記述するように求める任意の行為であるとも考えられる。検索におけるクリックストリー
ムは、アノテーションのための少なくとも１つのその他の等価な方法である。また、それ
は、クエリのキーワードが所与のユーザに関するクリックされたＵＲＬに関連付けられる
ようにアノテーションを生成する。ウェブ上のハイパーリンク内のリンクテキストも、表
現力は低いがそのようなアノテーションのための別のメカニズムである。ファイルをファ
イルシステムの階層内に置くことは、より柔軟性がなく、制限されてはいるがアノテーシ
ョンの形態であり、当該ファイルよりも上の階層ツリー内のすべてのディレクトリ名を当
該ファイルに関連付けることと同様である。リンクテキスト及びファイル名はタグ付け又
はクリックストリームほど効率的でないが、十分な数があればそれらのリンクテキスト及
びファイル名は本発明の形態のアノテーションの効果を近似する。
【００１８】
　次に、アノテーションは、グループのコミュニケーション及びコラボレーション活動内
で特定されることができる任意のアイテムに適用されることができる。これは、ウェブの
ＵＲＬだけに制限されず、概念的に説明されることができるあらゆるものを包含すること
ができる。これは、企業ＬＡＮ内のファイル、プロジェクト管理システム内のタスク及び
課題、ブレインストーミングセッションにおけるアイデア、紙のドキュメント、スプレッ
ドシート上の表、ＲＤＢ内のデータ、ウェブサービス、ＲＳＳフィードなどを含むことが
できるがこれらに限定されない。ユーザがアイテムを取り出すか又は使用することを可能
にするための（オフライン又はオンラインのデジタル式か又はその他の形式の）メカニズ
ムが存在すると仮定して、アイテムは（ＵＲＩ、社会保障番号、又はバーコードのような
）一意なＩＤによって示されることができる任意のものであることができる。
【００１９】
　本発明の汎用的なアノテーションベースのコラボレーションシステムは、ｉ）システム
が互いに無関係な多数のユーザによって（アイテムが取り出されるか、評価されるか、見
られるか、又は使用されることができるように）アイテムが特定及び共有されることを可
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能にし、ii）それぞれのそのようなユーザがアイテムを記述するのに有用であると感じる
キーワードを用いてそれらのユーザがアイテムを独立にアノテーションすることができ、
それぞれのそのようなアイテムが多数のそのようなユーザによってアノテーションされる
可能性があり、iii）各ユーザがそのようなキーワードに基づいてアイテムを独立に発見
することができ、その結果、（各アイテムに関して複数のユーザに渡って収集された）対
応するキーワードを有するすべてのアイテムが取り出される、多数のアイテムを含む任意
のアノテーションシステムとして定義され、ユーザ及びアイテムの十分に多様な集団に対
してべき乗則の分布に近い自己組織化の性質を示す。ここで重要な概念は独立性の概念で
あり、この概念はユーザが互いの活動及び／又は存在を知ることなしに操作を行うことが
できることを示唆している。これは、ユーザ間のアイテムの組織化のための唯一のメカニ
ズムが、様々なユーザの間のキーワードの共有された意味であることを意味する。
【００２０】
　より具体的には、アノテーションは、以下の形態のイベントを生成する任意のメカニズ
ムによって生成されることができる。
　［アイテムＩＤ］［ユーザＩＤ］［キーワード１，キーワード２，．．．．キーワード
Ｎ］
　一意な識別子［ユーザＩＤ］を有するユーザが、アイテムを記述するキーワード［キー
ワード１，キーワード２．．．．キーワードＮ］を用いて一意な識別子［アイテムＩＤ］
を有するアイテムを記述する度に、本発明は、そのようなアノテーションベースのシステ
ムが
　・キーワードに対するアイテム数
　・アイテム内のキーワードの頻度
　・アイテムに対するユーザ数
　・ユーザに対するアイテム数
においておおよそべき乗則の分布を示す場合にそのようなメカニズムが以下の性質を示す
ことに留意する。
【００２１】
　・関連性に関して検索結果をソートすることにＴＦＩＤＦスタイルのランク付けを使用
することができる。各アイテムは、ＩＲにおける通常のドキュメントと同様にキーワード
ベクトルによって示されることができる。さらに、ウェブ上のリンクテキストと同様に、
各アノテーションはアイテムのコンテンツの異なる個人の判断を示し、収集されるときに
当該アイテムの作者／作成者よりもさらに上手くコンテンツを記述する。したがって、収
集されたキーワードに基づくランク付けは標準的な全文検索に比べて優れた質をもたらす
ことが多い。
【００２２】
　・各イベントをユーザからアイテムへの「統合的な」ハイパーリンクとして扱うことが
できる。ユーザをハブとして扱い、アイテムをオーソリティとして扱うことによって、Ｈ
ＩＴＳ、Ｈｉｌｌｔｏｐ、ＳＡＬＳＡ、ＰＨＩＴＳ、ランダム化ＨＩＴＳ、サブスペース
ＨＩＴＳ、ＴＯＰＨＩＴＳ、ＣｕｂｅＳＶＤなどのような（Ｂｏｒｏｄｉｎらの文献に記
載されている）ＬＡＲ方法のようなＩＲアルゴリズムを結果セット及び検索結果のランク
付けを決定することに取り入れることができる。そのようなアプローチによって達成され
る結果の質は、ウェブにおけるハイパーリンクに基づいたそれらの現在の性能と同等か、
ときにはそれ以上である可能性がある。アイテムに対するユーザ及びユーザに対するアイ
テムの両方がべき乗則を示すので、これらのアルゴリズムはウェブのように急速に収束す
る。このことは、企業内のファイルのようにアノテーションされたアイテムがＬＡＲスタ
イルのアプローチの恩恵を受けることが現在不可能である場合に、アノテーションされた
アイテムがＬＡＲスタイルのアプローチの恩恵を受けることを可能にすることができる。
【００２３】
　・ユーザがキーワードの集合を用いてアイテムをアノテーションするとき、アイテムを
記述する多数の態様のうちから、通常のユーザはそれらのユーザが当該アイテムを定義す
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るのに有用である思うキーワードを自然に選択する。そのようにする際に、ユーザはアイ
テムを記述するだけでなく、同時にそれらのユーザが重要だと思うことを記述する。この
ことは、ドキュメントと同様にキーワードによってユーザに対してクエリを行うことを可
能にする。クエリに対するユーザのランク付けは、ユーザをハブとして扱う、ＬＡＲアル
ゴリズムを含む上記のＩＲアプローチのうちのいずれかによって行われることができる。
【００２４】
　・コミュニティは、人が場合によってはアイテム／ユーザを誰よりも効果的に検索でき
る可能性がある様々なキーワードをアノテーションする。しかし、キーワード－アイテム
又はキーワード－ユーザ行列を単語－ドキュメント行列と同様の態様で使用することによ
ってＬＳＩ又はＰＬＳＡを使用して、たとえアイテム又はユーザをキーワードに明確に関
連付けるアノテーションがないとしてもキーワードによってそれらのアイテム又はユーザ
に対してクエリを行うことを可能にすることもできる。これらは、高次共起データを利用
してそのような単語を発見する。これは、イベントデータに対してＰＨＩＴＳ＋ＰＬＳＡ
、ＨＯＳＶＤ、ＣｕｂｅＳＶＤ、及びＴＯＰＨＩＴＳのような３レベルアプローチを使用
することによってさらに向上されることができる。
【００２５】
　上記に基づいて、そのようなアノテーションシステムにおいてアイテム及びユーザに対
してＩＲに基づく多数の検索方法があり得ることが当業者には明らかであろう。特定の実
施形態においてそれらが選択的に使用されるのか、それとも互いに連動して使用されるの
かは、本発明の精神から逸脱しない。さらに、アイテム／ユーザに関するアノテーション
キーワードベクトル、キーワード－アイテム行列、及びキーワード－ユーザ行列を構築し
、アノテーションシステムがべき乗則を示すかどうかにかかわらずアノテーションを統合
的なハイパーリンクとして扱うことがいつでも可能である。すべての上記の方法が任意の
そのような場合において、ただし場合によっては低い有効性で適用されることができる。
【００２６】
［アイテム及びユーザのクラスタ化］
　過去に、ドキュメントをクラスタ化するための方法を生み出す試みがあった。分類法及
び統制語彙が試され、１つの上部構造をすべてのアイテムが効果的にその上部構造に入れ
られることができるように作成することが現実的でないために失敗した。原文の類似性に
基づく結果データに対するクラスタ化を使用する試みがなされたが、そのような自動化さ
れた方法によって生成された下位カテゴリーはユーザが理解することが容易でないことが
多い。
【００２７】
　本発明はクラスタ化の概念を概してアイテムに、具体的には検索に拡張する。コンテキ
ストが次第に狭まると共に検索結果にドリルダウンする能力は、通常のクエリの長さが２
、３個のキーワードであるウェブ検索における問題に対する可能な解決策である。現在の
ユーザはファイルシステム内のフォルダにドリルダウンして、それらのユーザが探すファ
イルを発見することに慣れている。したがって、検索結果がキーワードによって下位カテ
ゴリーにクラスタ化された場合（例えば、図１０）、ユーザはファイルシステムと同様の
閲覧の行動を示す可能性がある。これは、そのような下位カテゴリーに対応するキーワー
ドを用いて元のクエリを増強することに等しい。これは、Ｇｏｏｇｌｅ　Ｓｕｇｇｅｓｔ
などのクエリ改善方法よりもユーザフレンドリーであり、より優れている可能性がある。
そのような方法はウェブ検索に限定されず、デスクトップ検索及びエンタープライズサー
チを含むがこれらに限定されない任意の形態の検索に適用されることができる。
【００２８】
　アイテムをクラスタ化することとは別に、ユーザをクラスタ化することに関する多くの
潜在的な用途が存在する。これは、同じ興味を持つ人の集まりの動的な形成、又は類似性
などに基づくのではなく興味に基づいたソーシャルネットワークの生成をもたらすことで
ある可能性がある。本発明の汎用的アノテーションメカニズムは、キーワードに対してユ
ーザをアイテムと同様に扱うことを可能にする。アイテム及びユーザをクラスタ化するた
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めに使用されることができる当技術分野において知られている多くのクラスタ化アルゴリ
ズムが存在する。これらは、主成分解析及び多次元尺度構成法のような射影法、又は自己
組織化マップ、Ｋ－平均クラスタ化などのようなその他の方法を含む。アイテムは、それ
らのアイテムのアノテーションにおいて使用されるキーワード、又はそれらのアイテムを
アノテーションするユーザ、又はその両方に基づいてクラスタ化されることができる。同
様の態様で、ユーザはそれらのユーザのキーワード、又はアイテム、又はその両方に基づ
いてクラスタ化されることができる。
【００２９】
　すべてのクラスタ化方法が解決する必要がある重大な問題のうちの１つは複雑性の削減
である。例として、アイテム及びユーザのキーワードに関連する高い複雑性がある。実際
には、アイテムが存在するのと同じぐらい多くの一意なアノテーションのコンテキストが
存在する可能性がある。したがって、クラスタ化の問題は、類似したアイテム及びユーザ
をまとめる目的に役立つ関連性のあるキーワードのサブセットを選択することになる。こ
れは、とりわけ、可能な組合せの膨大な数と、キーワードのアイテム及びユーザに対する
関連性を判定することの難しさとが原因で困難な問題である。また、アイテムとは異なり
、ユーザは時間の経過と共に変わる多くの側面を持ち、多くのキーワードを共有する可能
性がある。
【００３０】
　ＬＳＩなどのパターン認識方法は、次元縮小をこの複雑性に対処するための方法として
使用するが、それらの方法は実行され、更新され続けるために高いコストがかかり、さら
にそれらの方法が実際に何をしているのかを理解することが難しい。
【００３１】
　本発明は、ユーザ及びアイテムの両方が同時にクラスタ化されるときに最も適切なクラ
スタ化が行われることに留意する。本発明は、大幅な複雑性の削減を実現し、ユーザ及び
アイテムの両方に関して直感的で効果的なクラスタ化の結果を達成するアプローチを明ら
かにする。そのアプローチはコンテキストの概念に基づく。ここで、コンテキストはキー
ワードの集合として定義される。検索の場合、コンテキストはキーワードの論理積に基づ
く検索に対応する。アイテム又はユーザは、それらのアイテム又はユーザがコンテキスト
のすべてのキーワードにマッチする場合にコンテキストに属するとみなされる。コンテキ
ストのサブコンテキストは、当該コンテキストのすべてのキーワードと少なくとも１つの
その他のキーワードとを有するコンテキストである。したがって、サブコンテキスト内に
存在するすべてのユーザ及びアイテムはコンテキスト内にも存在する。アノテーションイ
ベント内のキーワードの集合はコンテキストである（アノテーションイベント自体が、ユ
ーザがキーワードの定義をユーザＩＤ及びアイテムＩＤを含むように拡張する場合はコン
テキストとみなされることができ、その場合、アノテーションイベントはキーワードの集
合によって形成されるコンテキストに対するサブコンテキストである。また、ユーザはア
イテムとみなされることができる。）。
【００３２】
　そのとき、アイテム及びユーザのクラスタ化は、ユーザ及びアイテムをまとめるために
最も関連性のあるコンテキストの集合を決定することとして定義されることができる。複
雑性の削減は、そのようなコンテキストの集合の大きさがシステム内のすべてのコンテキ
ストの集合よりもずっと小さいときに達成されることができる。本発明は、関連性のある
／有用なコンテキストは使用されるコンテキストであるという洞察を用いる。したがって
、そのようなコンテキストの集合は、ユーザによってアイテムを記述することに使用され
たアノテーションイベント内の実際のコンテキストから、並びに少なくとも特定の最小数
のアイテム及びユーザを含むコンテキストを発見することによって決定されることができ
る。実際には、十分に多様なユーザ／アイテムの集団を有するアノテーションシステムに
関して、小さな最小数でさえも大きな次元縮小と、興味に基づくカテゴリーに従ったユー
ザ／アイテムの効率的クラスタ化とをもたらすことができる。これは、ユーザが効果的に
コミュニケーションできるようにどのようなトピックがそれらのユーザに対して有意義で
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あるのかを判断することが難しいというフォーラムの実装の主な問題のうちの１つを克服
する。本発明の創発的なコンテキスト又はトピックは、この問題に解決法を提供する、ユ
ーザ及びアイテムに対する動的で適切なクラスタ化をもたらす。
【００３３】
　ウェブ検索を含む検索の場合、アノテーションは検索結果のクリックストリームに基づ
いてクエリログから得られることができる（それらはリンクテキストと有利に組み合わさ
れることもでき、そのようなリンクは異なるウェブホスト、又はブログ、又は独立したア
ノテータ及びその他のアノテーションソースのその他の代理からくる）。上で定義された
コンテキストの集合が計算され、カテゴリーコンテキストと呼ばれることができる。検索
における任意の所与のコンテキストに関して、検索クエリのサブコンテキストであるカテ
ゴリーコンテキスト内のコンテキストの集合が計算されることができ、結果として得られ
る集合内の（検索コンテキストのキーワードを取り出した後の）キーワードのそれぞれが
上述のようにドリルダウン下位カテゴリーとして提供されることができる。所与の下位カ
テゴリーをドリルダウンすることは、クエリのコンテキストがドリルダウン下位カテゴリ
ーに対応するキーワードを含むようにそのクエリのコンテキストを変更することと等価で
ある。したがって、それぞれのドリルダウンキーワードは、クエリのコンテキストのサブ
コンテキストに対応する。これは１語のキーワードに限定されず、ドリルダウンキーワー
ドとみなされることができる単語同士の結びつき及びｎ－ｇｒａｍに基づく単語列を包含
する。これらのドリルダウンキーワードは、特定のランク付け順に基づいてソートされて
示されることができる。そのようなランク付け順は、そのようなサブコンテキストに関す
るイベント（又はユーザ若しくはアイテム）数から計算されることができる（さらに、そ
れらの数は「今日」などの対象期間及び累計に基づいて計算されることができる）。さら
に、カテゴリーコンテキスト自体の計算が、所与の期間内のすべてのイベントがカテゴリ
ーコンテキストを計算するために使用される期間を定めた態様で行われることができる。
【００３４】
　ドリルダウン中の実際の検索プロセスは、そのようなドリルダウンを計算することに使
用されたアノテーションとは独立に行われることができ、全文検索などを含む、検索を実
行するために検索エンジンが使用するどんな方法であってもよい。下位カテゴリーの役割
は単に関連性のあるキーワードをユーザに示すことであり、次にそのキーワードが検索ク
エリを増強するために使用される。
【００３５】
［コンテキストベースのコミュニケーション方法］
　コミュニケーションはすべてのコラボレーション活動の中核である。しかし、今日のほ
とんどのコミュニケーション技術は（電話、電子メール、ＳＭＳ／ＩＭなどのような）１
対１パラダイム又は（ＴＶ、ラジオ、ウェブなどのような）１対多パラダイムに限られて
いる。最新技術において適切に対応されていないコミュニケーションの重要な種類、すな
わち、多対多コミュニケーションが存在する。多対多によって示唆されるのは、電話会議
の場合のような複数の人、又は電子メールの複数の受信者ではない。そうではなく、１対
多の場合のように、受信者は、コミュニケーションの前はメッセージの送信者に知られて
いない。例として、企業ファイルシステム内にファイルを置く人は、そのファイルの存在
をそのファイルを必要とする可能性がある場合によっては未知の人に伝えることができる
必要がある。ブログはウェブ上で誰でもコンテンツをポストできるようにするが、対象の
ウェブユーザがブログのポスティングを発見することを可能にする有効なメカニズムは存
在しない。
【００３６】
　問題は、「各アイテムに関してはそのアイテムのユーザであり、各ユーザに関してはそ
れらのユーザのアイテムである」と明確に表現されることができる。検索は人が関連性の
あるアイテムを発見することを可能にするが、コミュニケーション及びコラボレーション
の観点で恐らくより重要なのは、アイテムが関連性のある人を発見するための能力である
。上述の方法がこの問題を解決するために有利に使用されることができる。
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【００３７】
　多対多コミュニケーションシステムは２つの別個の部分、すなわち、関連性のあるアイ
テムを発見するユーザを検索する必要があるアイテムの発行者、及びユーザに関連するア
イテムを求めてすべてのアイテムを検索するユーザとして実装されることができる。任意
のそのようなメカニズムは実用的な実装をもたらすために包括性、検索能力、及びプライ
バシーに関する必要性のバランスを取らなければならないことが当業者には明らかであろ
う。
【００３８】
　本発明はコミュニケーションプロセスを３つの段階、すなわち、発行、コンテキスト設
定、及びサブスクライブに分割する。本発明は、発行者が問題のアイテムが所望のサブス
クライバに到達するために最も関連性のあるコンテキストを選択する必要がある、発行に
対するコンテキストベースのアプローチを使用する。このコンテキストは、上述のアノテ
ーションシステムのカテゴリーコンテキストに制限されることが好ましい。発行者は、ア
イテムに加えて公開された形態の識別情報を明らかにする。これは、（発行者のユーザＩ
Ｄと同じであっても、又は同じでなくてもよい）発行者に対して一意な発行者ＩＤを使用
し、このＩＤを用いてアイテムをアノテーションすることによって行われることができる
。発行の行為は、発行アノテーションイベントと呼ばれる特別な種類のアノテーションイ
ベントを生成するか、アイテムに発行者ＩＤを追加する通常のアノテーションイベントで
ある可能性がある明確な行為に変換されることができる。
【００３９】
　サブスクライバは、ユーザがそれまでに興味を示すか、又は興味を明らかにしたカテゴ
リーコンテキストの集合からのコンテキストに基づいてアイテムを周期的に取得する（引
き出す）。次に、そのようなサブスクライブされたアイテムは、アイテムのキーワードと
、ユーザがコンテキストに関して過去のアノテーションにおいて使用したキーワードとの
間のマッチに基づいて「パーソナライズされる」か又は再ランク付けされることができる
。これは、ドキュメントの発行者ＩＤと、それまでにユーザが有用であると思った（又は
アノテーションした）アイテムの発行者ＩＤとの間のマッチを計算することによって有利
に増強されることができる。発行者ＩＤは、発行者に関する評判の分散された形態として
働く。それまでに発行者からのアイテムを（選択又はブックマークするなど）アノテーシ
ョンしたサブスクライバは、パーソナライズにおける再ランク付けの後で同じ発行者から
の将来のアイテムを高くランク付けさせることができる。同様に、発行者がそれまでにユ
ーザから比較的少ないアノテーションを受けている場合、当該発行者からの将来のアイテ
ムは低くランク付けされる。フィードバックループを完成するためにアノテーションイベ
ントは通常の検索とは異なるように実装されることができ、アイテムをアノテーションす
るユーザはそれらのユーザが認める発行者ＩＤをそれらのユーザのアノテーションに自動
的に含めさせることができる。これらのアノテーションイベントは収集されることができ
、ちょうどアノテーションイベントがアイテムをランク付けするようにコンテキスト内の
発行者をランク付けすることを可能にすることができる。
【００４０】
　コンテキスト設定は、特定のコンテキスト内で初めて発行されたアイテムがそのコンテ
キスト内のユーザのサブセットにプッシュダウンされるプロセスである。このユーザのサ
ブセットはアイテムに対するパイロットグループとして働き、それらのユーザがそのアイ
テムが適切と感じる場合、それらのユーザはそのアイテムをそのキーワードを用いてアノ
テーションする。これらのアノテーションイベントが収集され、次に、アノテーションさ
れたアイテムがすべてのコンテキストサブスクライバに利用できるようにされる。コンテ
キスト設定フェーズは、既定の期間、アイテムがアノテーションを獲得するレートに対す
る下限、又はその他の好適な測定基準に制限されることができる。このプロセスは、特定
の状況でアイテムの利用のプロセスを促進する。これは、アイテムが将来の検索又はサブ
スクリプションのためにそのアイテムを十分に分類するためのアノテーションの特定の最
小レベルを受け取ることを可能にする。これは、新しいアイテムが関連性があり適切であ
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ると感じた場合に当該新しいアイテムを奨励し、速やかな受け入れを助けることができる
コンテキストに関して影響力のある発行者に当該新しいアイテムを紹介するために有利に
使用されることができる。コンテキスト設定は、実装が実装することから価値を導き出せ
る場合に実装が実装することができる任意的なステップである。
【００４１】
　以下で検討されるようにこれらに従ってシステムをモデル化するいくつかの理由がある
。１つの主要な理由はエンドユーザのプライバシーである。企業のワークグループなどの
いくつかの場合、キーワードによってユーザを検索することは許容されるか、又は望まし
い可能性さえある（「専門家を発見する」など）。そのような場合、人は検索された人と
電話又は電子メールで直接連絡を取ることができる。しかし、多くの場合、ユーザはそれ
らのユーザの連絡先又は個人詳細が開示されることを望まない可能性がある。これらの場
合、同様の目的が、送信者がそれらの送信者の識別情報を公開するが、しかしコンテキス
ト内のユーザに送信先を知らない状態でメッセージを送信することによって達成されるこ
とができ、そのようなユーザはそれらのユーザの個々の判断に基づいて返信することがで
きる。送信者を１つのコンテキスト（又は、場合によっては少数のコンテキスト）に制限
することは、送信者をメッセージを送るために妥当な人のグループを選択することに集中
させる。これは、自動化されたプロセスがアイテムを収集する情報フィルタリング及び検
索にはない人間の判断の重要な点である。
【００４２】
　公開された識別情報持つことによって、アイテムは、それらのアイテムの発行者ＩＤに
も基づいて検索及びサブスクリプションのためにランク付けされることができる。これは
、エンドユーザが作者のポストに認めた価値に基づいて作者がサブスクライバの間で評判
を確立することを可能にする。それは、発行者に関するアカウンタビリティに関するメカ
ニズムでもある。広く評価されている作者は、質の高いアイテムだけを発行することによ
ってそれらの作者の評判を守ることに強い関心がある。知らないうちに又は故意にそれら
の作者がそのようにすることができない場合、それらの作者は広く評価されなくなる。評
判は築くのに時間がかかるので、広く評価された作者は、質の低いアイテムを奨励するこ
とによって得るものはほとんどなく、失うものは多い。これはスパム行為を働くことが難
しい評判の分散された形態であり、そのような作者は、リンク解析、又はアノテーション
ベースの解析の統合的なハイパーリンクのいずれかから認められ得ること以外に重要な新
しい特徴を情報検索アルゴリズムに加えることができる。本質的に、それは専門家の判断
の要素をランク付けプロセスに含める。したがって、実装は、アイテム毎のアノテーショ
ン情報と発行者ＩＤ情報との両方を、コンテキスト内のアイテムの全体的なランク付けを
計算することに取り入れることを選択することができる。
【００４３】
　コンテキスト設定フェーズは、アイテムが妥当なキーワードの集合を用いて速やかにア
ノテーションされるために重要である。上述のように、アイテムにコンテキストを設定す
るコミュニティの能力は、どんな個人の能力をもしのぐ。アイテム内のキーワードの分布
がべき乗則に従うことがｄｅｌ．ｉｃｉｏ．ｕｓのようなコミュニティにおいて見られた
。既定の割合を超えるユーザによってアノテーションされるキーワードの数は比較的一定
していることが多く、特定の閾値を超えるイベント数に対してスケール不変性を示す。ア
イテムの定義特徴／キーワードと呼ばれるこれらの上位キーワードは、アイテムがコンテ
キスト設定などのコンテキストの影響を受ける態様でユーザに公開される場合に比較的早
く取得されることができる。定義特徴は、アイテムのコンテキストのコミュニティの判断
を適度に示し、サブスクリプションがより関連性があり、正確であることを可能にする。
【００４４】
　コンテキスト設定は新しいアイテムが速やかに認識されるためにも重要である。比較的
知られていない発行者からのアイテムは、コンテキストに関する広く評価されている発行
者に的を絞った態様で送信されることができ、それらの広く評価されている発行者が当該
アイテムに価値を見出す場合、それらの広く評価されている発行者はそれらの広く評価さ
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れている発行者の識別情報と共に当該アイテムを発行することができる（基本的に、それ
らの広く評価されている発行者の識別情報を元の作者と共にアイテムに追加する）。これ
は、新しいアイテムに関して集団全体の中での速やかな利用を可能にする。これは、有望
な新しい才能が早く取り上げられることも可能にする。
【００４５】
　コンテキスト内のアイテムを処理するコミュニティの能力は、コンテキスト内のユーザ
数に基づいて増す可能性がある。すべての人がすべてのアイテムを処理する必要はない。
アイテムはコミュニティのサブセットの間で分割されることができ、並列的にコンテキス
ト設定されることができる。カテゴリーコンテキストは、そのようなコラボレーションが
行われるための有意義な場所を示す。例として、Ｇｏｏｇｌｅにはインデックス付けされ
た５０億を超えるページが存在し、１日当たり１千億を超える電子メール（残念ながらス
パムを含む）が存在する。このコミュニケーションメカニズムの好適な実装はウェブ全体
の大きさの領域を適正な期間内にコンテキスト設定することが可能である可能性がある。
汎用的アノテーションメカニズムに関して、このコミュニケーション方法は、ウェブ検索
におけるスパイダの役割の実用的な代替を示す。さらに、全般的なコンテキストレベルの
統計が送信者に利用可能にされることができ、それらの送信者が適切なコンテキストを発
見することを可能にすることができる。そのような統計は、コンテキスト内のユーザ数及
びアイテム数を含むことができるがこれらに限定されない。ユーザ対アイテムの比が平均
よりも高い場合、これは話題になっているトピックのよい指標である可能性がある。比が
平均よりもかなり低い場合、送信者は、コンテキストがその送信者のメッセージに対して
競争が激しすぎると判断することができる。これは、ウェブ上のコンテンツ生成に、又は
より包括的には、任意のコラボレーションする組織がどのようにタスクにリソースを割り
当てたいかに影響を与える可能性がある重要なフィードバックループを与える。
【００４６】
　アノテーションは最初のコンテキスト設定プロセスの後でさえも継続し、アイテムは時
間の経過と共に異なる人によって異なるキーワードを用いて記述され続ける。コンテキス
ト設定フェーズは、関連性のある又は有望なアイテムが前面に出されるようにアイテムの
最初の選別に寄与することができる。さらなるアノテーションは、定義キーワードのより
関連性のある集合を通じてアイテムのさらなる特徴付けを可能にする。アイテムに関する
定義特徴の中のキーワードは、コミュニティがアイテムの有用性を時間の経過と共に異な
る態様で特徴付けるので時間に対して変化する（激しく変動する挙動を示す）可能性があ
る。アノテーションのプロセス全体は、送信先のユーザが未知であり、各ユーザがアイテ
ムのコンテキストに対する関連性のそれらのユーザの判断に基づいて新しいコンテキスト
を通じてその他のユーザにアイテムを渡すスモールワールドネットワークを介してアイテ
ムを送信することに結びつけられることができる。効果的に、コンテキストの関連の意味
ネットワークは、そのようなコンテキストに基づくインタラクションのソーシャルネット
ワークによって作成されるのみならず、そのようなコンテキストに基づくインタラクショ
ンのソーシャルネットワークを反映する。カテゴリーコンテキストは、ユーザ間のアイテ
ムの効率的な伝達を可能にする、そのようなネットワークにおける多くの接続を有するハ
ブを示す。
【００４７】
　サブスクリプションプロセスは、コンテキストレベルで収集されたアイテムがユーザの
興味に基づいて周期的に取り出されることを可能にする。コンテキストに対するユーザの
興味は、ユーザによって明示的に指定されることができるか、又はユーザのアノテーショ
ン、クリックストリーム、若しくはサブスクリプションプロセス内のアイテムの使用パタ
ーンに基づいて暗黙的に導出されることができる。ユーザの興味の明示的な指定は、特定
のコンテキストに関するクエリを繰り返し行い、バックグラウンドでそのコンテキストに
関するアイテムを継続的に取り出すことに相当する。しかし、検索プロセスと異なり、サ
ブスクリプションに対するユーザの興味の明示的指定は実用的な方法になりにくい。任意
の所与の瞬間に、ユーザが気付いていない可能性があるユーザに潜在的に関連する多くの
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コンテキスト内の多くのアイテムが存在する可能性がある。そのようなサブスクリプショ
ンシステムの暗黙的な目的はそのようなアイテムの発見を容易にすることである。本発明
は、アノテーションイベントに基づいてユーザをプロファイリングして興味を推論するパ
ーソナライズの形態を使用する。
【００４８】
　当技術分野に知られているパーソナライズに対する多くのアプローチが存在する。本発
明は、適切なパーソナライズを達成することにおいて重要な３つの点、カテゴリーコンテ
キストと、発行者ＩＤと、再ランク付けのためのＴＦＩＤＦの時間に基づく変形とを導入
する。パーソナライズに対するほとんどのユーザプロファイリングに基づくアプローチは
、これまでにユーザが価値があると思ったキーワードに基づいてアイテムをランク付けす
るように試みる。しかし、そのようなアプローチは、重要な新しい興味の領域を見逃し、
キーワードの制限された集合を増強し続け、ユーザエクスペリエンスを損なう。カテゴリ
ーコンテキストを使用することによって、コミュニティが興味深いと思うものに基づいた
思いがけない発見の要素を導入することができる。概して、そのような思いがけなく発見
されるアイテムは、ユーザを予期しない新しい領域に導き、ユーザプロファイルに対する
関連性のある新しい興味の領域の発見を容易にする。これは、そのような新しいアイテム
のアノテーションイベント（クリックなど）において暗黙的に、さらに、アイテムを読む
こと／使用することが原因でユーザがそのような新しいコンテキストにおいて検索を実行
することによって明示的に獲得されることができる。
【００４９】
　サブスクリプションプロセスはそれぞれのカテゴリーコンテキストを、そのプロセスが
サブスクライブする独立したアイテムのソースとみなす。サブスクリプションは、ユーザ
のプロファイル内のすべてのカテゴリーコンテキストからアイテムを取り出す。これは、
興味の分布に基づいてそのような取り出しを分散することによってなされることができる
。例として、我々がユーザが制限された注意範囲（１日当たりの特定の最大アイテム数な
ど）を有すると仮定する場合、コンテキストから取り出されるアイテム数は、取り出され
るアイテムの合計に対する比が、（読まれる／取り出されるアイテム数などのような）そ
の特定のコンテキストにおいてユーザが費やす注意の量対合計の比と同じである可能性が
ある。この分布の計算は所与の期間に制限されることもでき、その期間中にユーザがプロ
ファイリングされる。
【００５０】
　様々なコンテキストのカテゴリーにまたがる興味の分布の形態のユーザプロファイルは
、ユーザの検査のために要求に応じてユーザに示されることができる。ユーザは様々なメ
タファでそのような比を削除又は更新して、それらのユーザの趣向の調整を可能にするこ
とができる。しかし、特定の比に対する変更がどのような意味を持つかはユーザに容易に
明らかにならない可能性があるので、実施形態は、実際のユーザの使用に関わりなく継続
的にダウンロードが行われるカテゴリーコンテキストをユーザが指定又は指定解除するこ
とを単に可能にすることができる。それは、ユーザがプロファイルから任意のカテゴリー
コンテキストを取り除く／削除することも可能にすることができる。
【００５１】
　そのようなコラボレーションによるランク付けと、ユーザが関連性があると思うものと
の間のバランスが必要である。本発明は、特定のユーザに対する関連性を判定するために
、ユーザプロファイルに基づく再ランク付けのためのＴＦ－ＩＤＦアプローチの時間に基
づく変形を導入する。特定のコンテキストの特定のユーザに関して、キーワード及びそれ
らのキーワードの実際の使用頻度が、そのコンテキストに関するアノテーションイベント
から導出される。特定期間の使用頻度を計算するために、キーワードの使用回数と、ユー
ザがそのコンテキスト内のそのキーワードを最初に使ったときからの時間間隔とが測定さ
れる。本発明が特定期間の使用頻度と称するものを与えるために、この頻度を元に所定の
期間に対する頻度が推定される。例として、所与のキーワードに関して、ユーザがそのキ
ーワードの最初の使用以来２日の間にそのキーワードを２回使用した。これは、１年につ
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き３６５回の特定期間の使用頻度を与える。この特定期間の使用頻度は、ＴＦ－ＩＤＦス
タイルのアプローチでよくあるように頻度の対数値を使用することによって変動を小さく
され、コンテキストに対するユーザの興味のキーワードベクトルに対する重みとして使用
される。アイテムのキーワードベクトルの重みは従来のＴＦ－ＩＤＦの態様で行われるこ
とができ、このユーザに関するコンテキストに対するアイテムのランク（マッチ）が通常
の態様で２つのベクトルの内積として計算されることができる。アイテムが、そのような
計算されたランクに基づいてコンテキスト内で再ランク付けされる。
【００５２】
　上述のユーザの興味のプロファイルは扱いに注意を要する個人データを含む。したがっ
て、ユーザは、記憶されているものを見て、それを変更するためのフルアクセスを有する
それらのユーザのＰＣ上のクライアントサイドの実装の方が、そのような情報が集中サー
バ上で管理されるよりも満足を感じやすい。しかしこれは、所与のコンテキストに関して
、大量のデータをクライアントサイドにダウンロードすることなしに、コンテキストに対
応するアイテムの集合全体に渡って再ランク付けを実行することができない可能性がある
ことを意味する。あるいは、集中サーバ上でさえも、そのようなパーソナライズされた再
ランク付けはコストがかかりすぎて実行できない可能性があるか、又はコンテキストのコ
ミュニティのコラボレーションによるランク付けが失われる可能性があるので望ましくな
い可能性がある。これらの目的の間のバランスが、再ランク付けをコンテキストにおける
上位のコラボレーションによってランク付けされた結果のサブセットに制限することによ
って得られる。これは、コンテキストからのいくつかのアイテムだけをそのコンテキスト
から取り出し、ユーザプロファイルに基づいてこれらの結果を再ランク付けすることによ
って達成されることができる。この数は、コラボレーションによるランク付けとパーソナ
ライズの間の混合の制御を可能にする。
【００５３】
　ＴＦ－ＩＤＦの時間に基づく変形のようなレートに基づく計算が発行者ＩＤと共に、興
味深い作者の効率的検出に有利に適用されることができる。場合によっては多数のアイテ
ムの一定のフローを有する可能性がある通常のキーワードとは異なり、ほとんどの作者は
比較的少数のアイテムを生成する。発行者ＩＤがアイテムに関するキーワードベクトル内
のキーワードのように扱われる場合、通常のＴＦ－ＩＤＦに似た方法でさえもその他のキ
ーワードよりも発行者ＩＤにより高い重みを与える。これは、発行者ＩＤに関するユーザ
の特定期間の使用頻度を使用することによって好適に増強されることができる。例として
、例えば発行者Ａが全部で２つのブログのポストを発行しており、ユーザは当該発行者Ｉ
Ｄに遭遇してから過去２日の間に当該発行者のポストの両方を読んでいる。例えば、別の
発行者Ｂが２０のブログのポストを有し、ユーザはそれらのポストのうちの２０個すべて
をこの１年の間に読んでいる。発行者Ａは新しいアイテムに関して発行者Ｂよりも高くラ
ンク付けされる。しかし、ユーザが発行者Ａによるその後のアイテムを読まないか、又は
発行者Ａがその後アイテムを生成しない場合、ランク付けは時間の経過と共に落ちる。こ
の方法は、最近有用だと分かった発行者ＩＤが最初に比較的高くランク付けされることを
保証するが、有用なアイテムを安定して生成するその他の発行者が有用なアイテムを安定
して生成しない発行者を追い抜くことを可能にする。
【００５４】
　同様の時間に基づくＴＦ－ＩＤＦアプローチが、システムのドリルダウンカテゴリーに
おいてカテゴリーコンテキストをランク付けするために使用されることができる。本質的
に、コンテキストのユーザの実際の使用、及びその最新性がランク付けプロセスに好適に
組み込まれることができ、コンテキスト内のイベントの累積数又は所与の期間中の累積数
だけではない可能性がある。
【発明の概要】
【００５５】
　本発明の広範な概念によれば、本発明はコラボレーションのための方法を提供し、この
方法は、
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　一意な識別子を有する複数のユーザ間で共有することができる、一意な識別子を有する
複数のアイテムを特定するステップと、
　各ユーザにその他のユーザと無関係に少なくとも１つの自然言語の少なくとも１つのキ
ーワードを用いて複数のそのようなアイテムをアノテーションさせるステップであって、
それぞれのそのようなアイテムは少なくとも１人のユーザによってアノテーションされ、
それぞれのそのようなアノテーションはアノテーションするユーザの識別子、アノテーシ
ョンされているアイテムの識別子、及びアノテーションするユーザがアノテーションされ
ているアイテムを記述するために選択する少なくとも１つのキーワードを含むアノテーシ
ョンイベントによって示され、それぞれのそのようなアノテーションイベントは少なくと
も１つの種類の複数のイベントソースから生成される、ステップと、
　特定のアイテムに関連する前記キーワードが該アイテムのためのアノテーションイベン
トから収集され、かつ、特定のユーザに関連する該キーワードが該ユーザにのためのアノ
テーションイベントから収集されるようにイベントソースからアノテーションイベントを
収集するステップと、
　少なくとも１人の前記ユーザにアイテム又はユーザをキーワードによって検索させるス
テップであって、該検索に使用したキーワードを前記収集されたキーワードの中に有する
アイテム又はユーザが結果として返されるように検索させるステップと
を含む。
【００５６】
　本発明の実施形態は、各アイテムが複数のユーザによってアノテーションされる可能性
があり、各ユーザがアイテムの複数のアノテーションに渡って収集されたアイテムのキー
ワードに基づいてアイテムを検索することができるようにユーザが互いに独立して複数の
アイテムをアノテーションすることを可能にするシステム及び方法を提供する。概して、
本明細書において使用される用語「アノテーション」は、キーワードがユーザから収集さ
れ、その後、そのユーザの識別子と関連して記憶されるようなアイテムの任意の簡潔な記
述を指す。アイテムは、一意な識別子によって特定されることができる任意のアイテム（
ファイルシステム内のファイル、紙のドキュメント、プロセス管理システム内のタスク及
び課題、リポジトリ内に記憶されたアイデアなどを含む）に対応する可能性がある。本発
明の実施形態において、アノテーションは、発行、タグ付け、検索結果の集合内の結果の
クリック、ファイルシステムパスからのディレクトリ及びファイル名、ハイパーリンクテ
キストなどを含む様々な方法で収集されることができる。
【００５７】
　本発明は、各イベントソースの種類に関して別々にクエリに対する関連性に基づいて検
索結果をランク付けするステップと、各結果の最終的なランクを計算するためにそのよう
なランクを収集するステップと、関連性の順番で最終結果を示すためにすべてのイベント
ソースの種類にまたがって結果を収集するステップとをさらに含むことができる。
【００５８】
　一実施形態において、検索の結果集合はＴＦ－ＩＤＦのような情報検索アルゴリズムを
使用してランク付けされる。本発明の別の態様において、各アノテーションは、ハイパー
リンクと、リンク解析ランク付けアルゴリズムに基づく結果集合の決定及び結果集合のラ
ンク付けとに等しいとみなされる。別の態様において、あらゆるアノテーションに関して
、各ユーザはハブとみなされ、各アイテムはオーソリティとみなされ、結果及びランク付
けがＨＩＴＳなどのリンク解析アルゴリズムによって決定される。例として、そのような
方法を通じて、企業のファイル共有におけるファイルなどのウェブページ以外のアイテム
が、ウェブ検索に通常関連するより高い精度の恩恵を受けることができる。
【００５９】
　本発明の別の実施形態において、アノテーションは、ユーザ及びアイテムのコンテキス
トベースのクラスタ化を可能にするために処理される。アノテーションは、特定の既定の
ユーザ数及び既定のアイテム数を超えるユーザ数及びアイテム数を有するコンテキストが
ユーザ及びアイテム両方のクラスタを同時に示すようにキーワードに基づくコンテキスト
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に従ってグループ化される。これは、検索結果に関するドリルダウンカテゴリーを提供す
ることによって検索プロセスを強化するために使用される。例として、ウェブ検索エンジ
ンは、そのクリックストリームログからアノテーションを収集することができ、以下のク
ラスタ化方法を使用して結果を分類し、ユーザが意味のある態様で結果をさらに絞ること
を可能にするあり得るクエリ修正を提供することができる。
【００６０】
　本発明の別の実施形態において、キーワードに基づいてユーザを検索することができる
。上述のように、これは、ユーザのアノテーションの収集されたキーワードを使用するこ
とによってか、又はＨＩＴＳ、ＢＦＳ、若しくはＩＮＤＥＧＲＥＥのようなリンク解析ラ
ンク付けを使用することを通じてかのいずれかで行われることができる。クエリに対する
ユーザのランク付けは、上述のようにアイテムと同様の態様で遂行されることができる。
【００６１】
　本発明の別の実施形態において、ユーザは、発行及びサブスクライブを通じてコンテキ
ストベースの態様でその他のユーザとコミュニケーションすることができる。発行におい
て、ユーザは、コンテキスト及び発行者識別子を用いて新しいアイテムをアノテーション
することによってその新しいアイテムをシステムに導入する。その他のユーザは、検索を
通じて、又はサブスクライブによってそのようなアイテムを発見することができる。サブ
スクライブは、これまでにユーザが有用であると思ったコンテキストに基づいて上位の結
果を自動的に検索し、取り出し、パーソナライズされた態様でそれらの結果を提示するこ
とを指す。そのようなコンテキストは、ユーザによって明示的に指定されるか、又はユー
ザのアノテーションに基づいて監視されることができる。本発明の一態様において、パー
ソナライズは、上位にランク付けされたサブスクライブされたアイテムのサブセットをＴ
Ｆ－ＩＤＦの時間に基づく代替形態を用いて再ランク付けすることを通じて遂行される。
本発明の別の態様において、サブスクリプションは指定期間内のアイテムに制限されるこ
とができる。本発明の別の態様において、発行及びサブスクライブの両方は、ユーザ及び
アイテムのクラスタを示すコンテキストに制限されることができる。
【００６２】
　別の実施形態において、発行は、各サブスクライバにおいてパーソナライズされた態様
でアイテムをランク付けする基礎として使用される発行者識別子を用いた明示的な行為に
変換される。これは発行者がユーザの集団中の利用に基づく分散された評判を獲得するこ
とを可能にし、高くランク付けされた発行者は質の高いアイテムを発行することに強い関
心がある。これは、アイテムのランク付けで利用されることができる専門家の判断の形態
をもたらす。
【００６３】
　本発明の別の態様によれば、本方法は、コンテキストによってアイテム及びユーザの両
方を同時にクラスタ化するステップと、コンテキストによってアノテーションイベントを
収集するステップと、コンテキストの収集されたアノテーションイベントに既定の最小数
の一意なユーザ識別子及び既定の最小数の一意なアイテム識別子を有するコンテキストを
判定するステップと、そのようなコンテキストに基づいてアイテム及びユーザをクラスタ
化するステップとをさらに含む。この方法は、クラスタ化アルゴリズムを使用することと
、検索結果に対する下位カテゴリーとしてクラスタを提示することとに基づいてアイテム
又はユーザの結果集合をクラスタ化することをさらに含む。クラスタ化は、ＬＳＡ、Ｋ－
平均、自己組織化マップ、主成分解析、多次元尺度構成法、及び射影法からなる群からの
方法に基づいて遂行されることができる。クラスタ化は、キーワード、アイテム識別子、
及びユーザ識別子からなる群からの少なくとも１つのデータの種類に基づいて実行される
ことができる。
【００６４】
　本発明のさらに別の態様によれば、アイテムに対して定義キーワードが、アノテーショ
ンする集団の特定の割合を超える割合によって使用されるキーワードの集合にそれらのキ
ーワードが対応するように、アイテムの収集されたキーワードから計算される。定義キー
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ワードのこれらの集合は、意味、概念、及びそれらの意味関係の機械表現を決定するため
の基礎として使用される。意味関係は、パターン認識方法とＬＳＡなどの相関解析方法と
からなる群からの少なくとも１つの方法を用いて計算されることができ、オントロジが知
識表現フォーマットで示されることができる。オントロジは、ＲＤＦ，ＯＷＬ、実体関連
図、リレーショナルデータベーススキーマ、オブジェクト指向クラス、ＸＭＬ、及び表か
らなる群のうちの１つであるフォーマットで示されることができる。方法は、結果集合か
らのアイテムが特定のキーワードがそれらのアイテムの定義キーワード内に存在する場合
に削除されることができるフィルタリング方法をさらに含む。
【００６５】
　以下、本発明を添付図面を参照して説明する。
【好ましい実施形態の詳細な説明】
【００６６】
［コンピューティング環境］
　図３は、汎用的アノテーションシステムの全体の概略を示す。そのようなシステムは、
イントラネットＬＡＮ／ＷＡＮ１４０などのネットワーク接続することができ、さらに直
接か又は当該ＬＡＮを介してかのいずれかでインターネット１５０に接続する可能性があ
るクライアントシステム１１０を含む。そのようなクライアントシステム１１０は、イン
ターネット１５０からのウェブページなどのコンテンツと、ＬＡＮ１４０からのファイル
及び電子メールなどのイントラネットのコンテンツとにアクセスし、受信し、取り出し、
表示するために使用されることができる。コンテンツサーバ１８０は、コンテンツをクラ
イアントシステム１１０にサービスすることができるウェブサーバ又はアプリケーション
サーバなどのウェブ上で利用可能なサーバであることができる。メールサーバ１８４、フ
ァイルサーバ１８３、データベースサーバ１８２、並びにサーバ１８１内に収容された多
くの特別に作られたソフトウェアアプリケーション及びパッケージソフトウェアアプリケ
ーションなどの、場合によってはクライアントシステム１１０にコンテンツをサービスす
る可能性があるイントラネットＬＡＮにおいて利用可能な多くの種類のサーバが存在する
。場合によっては、クライアントシステム１１０は、エクストラネット、仮想プライベー
トネットワーク（ＶＰＮ）、非ＴＣＰ／ＩＰベースのネットワークなどのその他の種類の
ネットワークを通じてコンテンツサーバに接続する可能性もある。
【００６７】
　クライアントシステム１１０は、処理ユニット２０２と、システムメモリ２０３と、シ
ステムメモリ及びその他のシステムコンポーネントを処理ユニット２０２に結合するシス
テムバス２０４とを含む通常のパーソナルコンピュータ２０１の形態の図４のような多目
的コンピューティングデバイスで実装されることができる。システムバス２０４は、メモ
リバス又はメモリコントローラ、周辺バス、及びローカルバスを含むいくつかの種類のう
ちのいずれかであってよく、各種のバス構造のいずれかを使用することができる。システ
ムメモリ２０３は、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）２０５及びランダムアクセスメモリ（
ＲＡＭ）２０６を含む。ＲＯＭ２０５に記憶される基本入出力システム（ＢＩＯＳ）２０
７は、パーソナルコンピュータ２０１のコンポーネント間で情報を転送する基本的なルー
チンを含む。ＢＩＯＳ２０５は、システムのための起動ルーチンも含む。コンピュータ２
０１は、ハードディスク（図示せず）からの読み出し及びハードディスクに対する書き込
みのためのハードディスクドライブ２０８と、リムーバブル磁気ディスク２１０からの読
み出し及びリムーバブル磁気ディスク２１０に対する書き込みのための磁気ディスクドラ
イブ２０９と、ＣＤ－ＲＯＭ又はその他の光媒体などのリムーバブル光ディスク２１２か
らの読み出し及びリムーバブル光ディスク２１２に対する書き込みのための光ディスクド
ライブ２１１とをさらに含む。ハードディスクドライブ２０８、磁気ディスクドライブ２
０９、及び光ディスクドライブ２１１は、それぞれハードディスクドライブインターフェ
ース２１３、磁気ディスクドライブインターフェース２１４、及び光ドライブインターフ
ェース２１５によってシステムバス２０４に接続される。ドライブ及びそれらのドライブ
に関連するコンピュータ可読媒体は、パーソナルコンピュータ２０１のためのコンピュー
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タ可読命令、データ構造、プログラムモジュール、及びその他のデータの不揮発性の記憶
を提供する。コンピュータによってアクセス可能なデータを記憶するその他の種類のコン
ピュータ可読媒体が動作環境内で使用されることもできる。
【００６８】
　プログラムモジュールは、ハードディスク、磁気ディスク２１０、光ディスク２１２、
ＲＯＭ２０５、及びＲＡＭ２０６に記憶されることができる。プログラムモジュールは、
オペレーティングシステム２１６、１つ又は複数のアプリケーションプログラム２１７、
その他のプログラムモジュール２１８、及びプログラムデータ２１９を含むことができる
。ユーザは、キーボード２２２及びポインティングデバイス２２１などの入力デバイスを
通じてパーソナルコンピュータ２０１に命令及び情報を入力することができる。その他の
入力デバイス（図示せず）は、マイクロホン、ジョイスティック、ゲームパッド、衛星通
信用パラボラアンテナ、スキャナなどを含む可能性がある。これらの及びその他の入力デ
バイスは、システムバス２０４に結合されたシリアルポートインターフェース２２０を介
して処理ユニット２０２に接続されることが多いが、それらの入力デバイスは、パラレル
ポート、ゲームポート、又はユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）などのその他のインタ
ーフェースを介して接続されることができる。モニタ２２８又はその他のディスプレイデ
バイスも、ビデオアダプタ２２３などのインターフェースを介してシステムバス２０４に
接続する。ビデオカメラ又はその他のビデオソースが、ビデオ会議及びその他のアプリケ
ーションのためのビデオ画像を提供するためにビデオアダプタ２２３に結合され、それら
のビデオ画像は処理され、さらにパーソナルコンピュータ２０１に送信されることができ
る。さらなる実施形態において、別個のビデオカードが、衛星放送の符号化画像を含む複
数のデバイスからの信号を受け取るために提供されることができる。モニタに加えて、概
してパーソナルコンピュータは、スピーカ及びプリンタなどのその他の周辺出力デバイス
（図示せず）を含む。
【００６９】
　パーソナルコンピュータ２０１は、リモートコンピュータ２２９などの１つ又は複数の
リモートコンピュータへの論理接続を使用したネットワーク化された環境で動作すること
ができる。リモートコンピュータ２２９は、別のパーソナルコンピュータ、サーバ、ルー
タ、ネットワークＰＣ、ピアデバイス、又はその他の一般的なネットワークノードであっ
てよい。概して、そのリモートコンピュータ２２９は、パーソナルコンピュータ２０１に
関連して上述されたコンポーネントのうちの多く又はすべてを含む。図４に示された論理
接続は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）２２７及び広域ネットワーク（ＷＡＮ）
２２６を含む。
【００７０】
　ＬＡＮネットワーキング環境内に置かれるとき、ＰＣ２０１は、ネットワークインター
フェース又はアダプタ２２４を介してローカルネットワーク２２７に接続する。インター
ネットなどのＷＡＮネットワーキング環境において使用される場合、概して、ＰＣ２０１
は、モデム２２５、又はネットワーク２２６を介して通信を確立するためのその他の手段
を含む。モデム２２５はＰＣ２０１に内蔵されるか又は外付けされることができ、シリア
ルポートインターフェース２２０を介してシステムバス２０４に接続する。ネットワーク
化された環境において、２０１内に存在するように示されている、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　
Ｗｏｒｄを含むプログラムモジュールなどのプログラムモジュール又はそのプログラムモ
ジュールの一部は、リモートの記憶装置２３０に記憶されることができる。
【００７１】
　クライアントシステム１１０は、デスクトップパーソナルコンピュータ、ワークステー
ション、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、セル電話、又は任意のＷＡＰ対応デバ
イス、若しくはインターネットと直接的に又は間接的にインターフェースを取ることがで
きる任意のその他のコンピューティングデバイスも含む可能性がある。クライアントシス
テム１１０は、ＭｉｃｒｏｓｏｆｔのＩｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｘｐｌｏｒｅｒ（商標）ブラ
ウザ、Ｎｅｔｓｃａｐｅ　Ｎａｖｉｇａｔｏｒ（商標）ブラウザ、Ｍｏｚｉｌｌａ（商標
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）ブラウザ、Ｏｐｅｒａ（商標）ブラウザ、又はセル電話、ＰＤＡ、若しくはその他の無
線デバイスなどの場合にはＷＡＰ対応のブラウザなどのブラウジングプログラム内で実行
されることができる。
【００７２】
　サーバシステム１２０はイントラネット環境内のアノテーションサーバに対応し、サー
バシステム１３０はウェブ中からクライアントにサービスを提供することができるインタ
ーネット１５０上のアノテーションサーバに対応する。サーバシステム１２０は、アノテ
ーションイベントを受信し、イベントを収集し、クライアントからの検索及びサブスクリ
プション要求を処理することによってクライアントシステムにサービスを提供する。これ
は、上述のようなＰＣ、又はＳｕｎ　ＭｉｃｒｏｓｙｓｔｅｍｓからのＵＮＩＸサーバ、
Ｌｉｎｕｘベース及びＷｉｎｄｏｗｓベースのＩｎｔｅｌのサーバなどのサーバ構成上に
実装されることができる。
【００７３】
　ソフトウェアは、Ｃ、Ｃ＋＋、Ｊａｖａ、Ｃ＃、ＶｉｓｕａｌＢａｓｉｃ、ＰＥＲＬ又
はＴＣＬなどのスクリプト言語を含む多くの様々な方法を使用して設計されることができ
る。クライアントシステムの態様は、ＨＴＭＬ、ＸＭＬ、Ｊａｖａ、ＪａｖａＳｃｒｉｐ
ｔ、ＡｃｔｉｖｅＸなどのコードなどのブラウザベースの供給、又は任意のその他の好適
なスクリプト言語（例えば、ＶＢＳｃｒｉｐｔ）のために開発されることができる。一部
の実施形態において、いかなるコードもクライアントシステム１１０にダウンロードされ
ず、必要なコードがサーバによって実行されるか、又はクライアントシステム１１０に既
に存在するコードが実行される。
【００７４】
　本発明は、ハンドヘルドデバイス、マルチプロセッサシステム、マイクロプロセッサベ
ースのプログラム可能な家庭用電化製品、ネットワークＰＣ、ミニコンピュータ、エンジ
ニアリングワークステーション、メインフレームコンピュータなどを含むその他のコンピ
ュータシステム構成を用いて実施されることができる。本発明は、デジタル電子回路で、
又はコンピュータハードウェア、ファームウェア、ソフトウェアで、又はそれらの組合せ
で実装されることができる。好適なプロセッサは、例として、汎用マイクロプロセッサ及
び専用マイクロプロセッサの両方を含む。上記のいずれも、特別に設計されたＡＳＩＣ（
特定用途向け集積回路）によって補完されるか、又は特別に設計されたＡＳＩＣ（特定用
途向け集積回路）に組み込まれることができる。
【００７５】
［アノテーション］
　上で説明されたように、アノテーションは、ユーザの判断に従ってアイテムを記述する
キーワードが導出されることができるような、ユーザによるアイテムの任意の簡潔な記述
を指す。これは、そのようなアノテーションが発生する度に対してイベントの形態で発せ
られる。イベントに含まれるデータ要素のサンプルが図１４にＸＭＬの形態で示される。
そのようなイベントは、複数のイベントソース及びイベントソースの種類から複数の態様
で生成されることができる。好ましい実施形態は、イベントジェネレータ１１２の概念を
用いてこれを遂行する。これらのイベントジェネレータは、ツールバー、アドイン、共有
ライブラリ、ＯＳレベルのサポートなどの形態であることができる。それぞれのイベント
ソースの種類は、その種類独自のイベントジェネレータを有する。それぞれのイベントソ
ースの種類に対して複数のイベントジェネレータが存在する可能性もある。好ましい実施
形態はユーザインタラクションから直接キーワードを獲得するが、それらのキーワードは
、ユーザの電子メール及びドキュメントの全文検索に対して自動化されたプロシージャを
使用することによって取得されることもできる。また、メールメッセージ又はドキュメン
トに対するキーワードの指定は、強調されるべきテキストを指定することと同様の態様で
テキストにおいてユーザによって行われることができる。当業者は、そのようなキーワー
ドがユーザから取得されることができる多数の態様が存在することを認識するであろう。
【００７６】
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　例として、ブラウザベースのアノテーションイベントは、図５のようなブラウザに対す
るツールバーアドインから生成されることができる。ファイルシステムに基づくイベント
は、図６のようなエクスプローラアドインから生成されることができる。各イベントジェ
ネレータ１１２は、そのイベントジェネレータ１１２がアノテーションイベント内にセッ
トすることができるイベントソースＩＤ及びイベントソースラベル要素を通じてそのイベ
ントジェネレータ１１２自身を記述することができる。ブラウザにおけるウェブページに
対するアノテーションイベントは、企業ＬＡＮのファイルシステムに基づくアノテーショ
ンイベントとは異なるイベントソースによって示されることができる。そのようなイベン
トは、イベントジェネレータ１１２に基づいて、ＬＡＮなどの私設ネットワーク上の１つ
若しくは複数のアノテーションサーバに伝えられることができるか、又はインターネット
上の１つ若しくは複数のアノテーションサーバに伝えられることができる。
【００７７】
　アノテーションイベントは、アノテーションされているアイテムに関するアイテムＩＤ
と、アノテーションするユーザに関するユーザＩＤとを含む。最大の精度のために、すべ
てのイベントソースからのイベントに渡って一意なアイテムは同じ一意なアイテムＩＤに
対応すべきであり、一意なユーザは同じ一意なユーザＩＤに対応すべきである。しかし、
好ましい実施形態は、実装の要件の通りにこの目的を達成する最良の態様を決定するため
にこの実装を離れる。これは、たとえユーザＩＤ及びアイテムＩＤが上記の要件に厳密に
従わないとしても異種のイベントジェネレータと統合することから得られる利点があるの
で行われる。収集値は、アイテム及びユーザの適当な多様性のある集団が存在する多くの
場合、精度よりも価値がある可能性がある。例として、ウェブ上の同じページが複数のＵ
ＲＬ（事実上複数のアイテムＩＤ）を有する可能性がある。しかし、多くの場合、それら
のうちの１つだけを見つければ十分である。Ｇｏｏｇｌｅのような検索エンジンは、ユー
ザの容易さのためにそのようなＵＲＬを収集するように試みるが、ウェブの基本的構造は
そのような収集又は一意性を義務づけない。
【００７８】
　好ましい実施形態において、アイテムは、ＵＲＩによって与えられる一意なアイテムＩ
Ｄによって特定されることができる任意のものであることができる。当然、これは、フォ
ークソノミでよく見られるようにＵＲＬを使用するウェブコンテンツを含む。これはファ
イルシステム内のファイル及びフォルダ、メールサーバの電子メールメッセージも含むこ
とができ、さらに、バーコードを有する紙のドキュメントなどの物理的対象、一意なＩＤ
を有するプロジェクト管理システム内のタスク／課題、ＵＲＩを有するアプリケーション
内にテキストの形態で記憶されたブレインストーミングセッションにおけるアイデアなど
を含むことができる。そのような一意なアイテムＩＤを生成するための当技術分野におい
て知られている多数の方法が存在し、それらの方法が実装の要件の通りに利用されること
ができる。好ましい実施形態は、電子メールがタイトル及び本文を許可する態様と同様に
、アノテーションイベントに含まれるアイテムに対してタイトル及び説明を任意的に指定
することを可能にする。これは、図１４におけるようにアイテムＩＤと共に記憶される。
好ましい実施形態は、ユーザがユーザのためにローカルに記憶される「記憶」ダイアログ
アノテーションイベント中にタイトル及び説明を指定することを可能にする。これは、図
１０のようなアノテーションブラウザウィンドウの「マイアイテム」オプションでアイテ
ムを示すことに使用されることができ、ユーザがアイテムの記述をカスタマイズすること
を可能にする。発行者は、アイテムがシステムに対して新しい場合はアイテムのタイトル
及び説明を指定しなければならず、そうでなければ、図９のような「発行」ダイアログは
サーバに記憶されたアイテムの情報からこの情報を予め記述する。クリックストリームア
ノテーションイベントは、タイトル及び説明情報を指定しない。その他の実施形態は、最
新のタイトル及び説明情報を用いてサーバ内のアイテムの情報を更新するなど、いくつか
の異なる態様でこれを処理することができる。一部の実施形態は、ユーザに基づくキーを
用いてアノテーションイベントにデジタル署名を施して、必要に応じて認証及び否認防止
を可能にすることができる。
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【００７９】
　例として、図５、６、及び７は、イベントジェネレータ１１２をツールバーの形態で統
合するアプローチを示す。ツールバーは、ウェブブラウザ、ファイルシステムエクスプロ
ーラ、及び電子メールアプリケーションなどの既存のアプリケーションに対するアドイン
として働くプログラムである。これは当技術分野で知られており、現在、ＭＳＮ、Ｙａｈ
ｏｏ！、及びＧｏｏｇｌｅからのツールバーなどの多くの例が存在する。ツールバーは、
「記憶」ボタン及び「発行」ボタンを有する。「記憶」ボタンはユーザが図８のような記
憶ダイアログウィンドウを起動することによってアイテムをアノテーションすることを可
能にし、「発行」ボタンはユーザが図９のような発行ダイアログウィンドウを起動するこ
とによってアイテムを発行することを可能にする。図５は、ウェブブラウザのツールバー
がユーザが現在表示されているＵＲＬを「記憶」ボタンを通じてアノテーションすること
、又は「発行」ボタンを用いてアイテムをシステムに発行することを可能にすることがで
きることを示す。そのようなツールバーは、ユーザが表示されたページ内の任意のハイパ
ーリンクを右クリックし、記憶又は発行ダイアログウィンドウを起動するメニューアイテ
ムを選択することも可能にすることができる。さらに、ユーザがツールバー内の検索を使
用してページを検索し、結果内の返されたＵＲＬのうちの１つをクリックする場合、ツー
ルバーはそのようなユーザの行為を監視し、図１５のような、アイテムに対する検索にお
いて使用されたキーワードを使用するイベントを自動的に生成することができる。これは
、生成されるイベントを決定する前に、ユーザがクリックされたページを読むかどうか、
又はさらにはユーザがどこまでページを読むかを評価するなど、さらなるユーザの監視に
よって増強されることができる。本発明は、一意なユーザから生成されたイベントが収集
されるときに最もよく機能する。したがって、アノテーションするユーザに対するユーザ
ＩＤの割り当てが必要とされる。これは、ユーザにクッキーとして記憶される一意なＩＤ
を動的に割り当てるか、又はアノテーションの前にユーザにサーバにログインさせること
によってインターネットベースのアノテーションサーバに対して遂行されることができる
。ブラウザベースのイベントジェネレータは、そのイベントジェネレータのすべてのアノ
テーションイベントをそのようなイントラネットサーバに送信することができるが、公的
なウェブのページに対して生成されたイベントをインターネットベースのアノテーション
サーバに任意的に送ることができる。ユーザＩＤはＵＲＩの形態で示される。
【００８０】
　図６において、メタファの同様の集合がファイルシステムの場合に使用されることがで
きる。ちょうどブラウザの場合のように、任意のファイル又はフォルダが、「記憶」又は
「発行」ボタンのいずれかを使用してアノテーションされることができる。アイテムを右
クリックすることは、ボタンと同じ機能にアクセスするためのコンテキストメニューアイ
テムを与えることができる。ファイルシステムのアイテムに対して実行される検索は、上
述のようにバックグラウンドでアノテーションされることができる。ユーザＩＤ情報は、
イントラネットＬＡＮにログインしたユーザなどの特定の場合、オペレーティングシステ
ムから有利に取得されることができる。そのようなイベントは、セキュリティ及びプライ
バシーなどの理由でイントラネットベースのアノテーションサーバにのみ送信される可能
性がある。
【００８１】
　図７は、同じ概念がＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｏｕｔｌｏｏｋなどの電子メールソフトウェ
アに適用されることを示す。任意のメールが上述のようにキーワードを用いてアノテーシ
ョンされることができる。同様に、ファイル保存及びファイルオープンダイアログボック
スが、キーワードを用いてファイルをアノテーション又は発行し、キーワードに基づいて
ファイルを検索する能力によって増強されることができる。当業者は、そのような機能が
任意の所与のアプリケーション内に実装されることができる多数の態様が存在することを
認識するであろう。例として、ツールバー又はＯＳが、特別に作られたアプリケーション
が任意のアイテムに対して記憶ダイアログウィンドウを起動することを可能にするＡＰＩ
を提供することができる。そのような特別に作られたアプリケーションは、そのアプリケ
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ーション独自のイベントソース識別情報を有する可能性があり、そのアプリケーション独
自の要件の通りにアイテムＩＤを予め記述することができる。
【００８２】
　したがって、説明の目的で、すべてのアノテーションイベントが、上記のツールバーの
ような（図３の）イベントジェネレータ１１２によって生成されると仮定される。これら
のイベントジェネレータ１１２は、ジェネレータによってイベントに追加される一意なイ
ベントソース識別子を持つことができる。例えば、電子メールをアノテーションするツー
ルバーは、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｂｃ．ｔｌｄ／Ｅｍａｉｌのようなイベントソース
ＩＤと、「ＡＢＣ　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｅｍａｉｌ」のようなラベルとを追加することがで
きる。イベントソースＩＤにおける名前空間の競合を避けるために、好ましい実施形態は
ＵＲＩに基づく構文を使用する。しかし、一意性を保証する責任は実装に委ねられる。
【００８３】
　ユーザのユーザＩＤは、実装の要件の通りにいくつかの態様でイベントジェネレータ１
１２によって決定されることができる。これは、ユーザにユーザＩＤ（電子メールＩＤな
ど）及びパスワードを用いてアノテーションサーバにログインさせ、それによってアノテ
ーションサーバが一意なユーザＩＤを生成することを可能にすることによって獲得される
ことができるか、又はそれは、オペレーティングシステムのログイン情報、連携型識別情
報ソリューション、シングルサインオンデータを使用することができるか、又はそれは自
動的に一意なＩＤを生成し、そのＩＤをブラウザにクッキーとして保持することができる
。
【００８４】
　一部の実施形態において、クローラの形態のその他の形態のアノテーションイベントジ
ェネレータを有することができる。ウェブクローラ１７０は当技術分野においてよく知ら
れており、インデックス付けのためにウェブ上のページを取得するために検索エンジンに
よって使用される。そのようなクローラが、ウェブページの間のハイパーリンクを発見し
、アノテーションイベントを生成するために使用されることができる。リンクテキストが
キーワードの代わりに使用されることができ、ウェブホスト又はブログの情報がユーザＩ
Ｄの代わりに使用されることができる。これは、概してリンクテキストが少数の関連性の
あるキーワードを決定するのに有用であり、判断の独立したソース（ハイパーリンクを作
成する実際のユーザ）を特定することが容易でないので上述の記憶ダイアログ又はクリッ
クストリームに比べて質が低い可能性があるイベントを生成する。Ｔｅｃｈｎｏｒａｔｉ
のｒｅｌ＝“ｔａｇ”スタイルのタグが、ページに関するアノテーションイベントを生成
するために使用されることができる。しかし、これは、ページの作者だけがそのようなタ
グを割り当てることが可能なのでやはり制限される。
【００８５】
　その他の実施形態において、イントラネットベースのクローラ１６０を生成することも
でき、ファイルシステム内のすべてのファイル、メールサーバ内のメール、又はその他の
データの種類が自動的にアノテーションされることができる。例として、ファイルシステ
ムクローラは、個人の及び共有のドライブを含むファイルシステム全体をスキャンするこ
とができる。そのようなクローラは当技術分野に知られており、デスクトップ検索ソフト
ウェアにおけるファイルをインデックス付けするプログラムと同様である。そのようなプ
ログラムは、ディレクトリパス内のディレクトリ及びファイルのラベルをファイルに対す
るキーワードとして使用するように修正されることができる。これは、（暗号学的ハッシ
ュなどの）ファイルのコンテンツに基づく一意なハッシュを計算し、異なるユーザの個人
フォルダ内の同じファイルを発見し、異なるユーザＩＤ及び異なるキーワードの集合を使
用して同じファイルに対して異なるイベントを生成することができる。しかし、ユーザが
ファイルを直接アノテーションするアノテーションメカニズムと比較してそのような方法
には制限が存在する。これらは、「スタッフ（Ｓｔｕｆｆ）」のような誤解を招きかねな
い名前を有するファイル、関連性のある情報をほとんど又はまったく持たない電子メール
及びその他の形態のデータなどを含む可能性がある。したがって、そのようなクローラは
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、アイテムのコンテンツに基づいてキーワードを生成する自動アノテーション方法も使用
することができる。アイテムをアノテーションサーバに取り込む好ましい方法は、後で詳
細に説明される発行及びサブスクライブパラダイムを使用することである。
【００８６】
［収集］
　アノテーションイベントが、本発明の機能を達成するために収集される。これは、情報
検索におけるドキュメントのインデックス付けに幾分似ている。ドキュメントのインデッ
クス付けにおいて、各単語がその単語が現れたドキュメントにマッピングされる単語の転
置インデックスが生成される。本発明において、イベントは、各ユーザＩＤをそのイベン
トにマッピングし、アイテムＩＤをそのイベントにマッピングし、各コンテキストをその
イベントにマッピングする３つの別個のマッピングに収集される。ここで、コンテキスト
は、少なくとも１つのキーワードからなるキーワードの集合を指す。このマッピングを実
現するために利用されることができる、当技術分野で知られている多くのインデックス付
け又はハッシュ方法が存在し、そのようなプロセスを詳細に説明する必要はない。参考と
して、１つのそのような方法が、Ｇｏｏｇｌｅ，Ｉｎｃ．のＤｅａｎらによる論文「Ｍａ
ｐＲｅｄｕｃｅ：Ｓｉｍｐｌｉｆｉｅｄ　Ｄａｔａ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｏｎ　Ｌａ
ｒｇｅ　Ｃｌｕｓｔｅｒｓ」に見られる。
【００８７】
　第１に、ユーザに関してすべてのイベントがマッピングされる。これは、同じユーザＩ
Ｄを有するすべてのイベントが同じデータ構造で利用できることを示唆する。これは、イ
ベントの正規化及びユーザプロファイリングのために行われる。ユーザに基づくマッピン
グは、実装の要件に応じてクライアントシステム１１０又はサーバシステム１２０におい
て行われることができる。好ましい実施形態は、ユーザに基づくマッピングをクライアン
トシステム１１０において使用することがプライバシー、セキュリティ、及びネットワー
クの末端の計算機能力を使用することに関してより望ましい可能性があるのでユーザに基
づくマッピングをクライアントシステム１１０において使用する。これは、すべてのイベ
ントジェネレータ１１２からのイベントを受信し（ステップ３００）、それらのイベント
を１１１のような永続的記憶装置のローカルに記憶するクライアントシステム１１０上に
存在するソフトウェアを用いて実現されることができる。
【００８８】
　ほとんどのフォークソノミ及びその他のアノテーション方法は、ユーザがアイテムを一
度だけアノテーションすると仮定する。しかし、本発明の汎用的アノテーションメカニズ
ムなどの汎用的アノテーションメカニズムにおいて、ユーザは同じアイテムを複数回アノ
テーションすることができる。これは、異なるコンテキストにおいてアイテムをアノテー
ション／使用すること、又は異なるイベントジェネレータにおいてそのアイテムを使用す
ることが原因である可能性がある。所与のアイテムに関するすべてのアノテーションイベ
ントがユーザに基づくマッピングにおいて収集され、各イベントジェネレータに対して一
意なコンテキストを示すイベントの集合が計算され、ローイベント（ｒａｗ　ｅｖｅｎｔ
ｓ）と呼ばれる。次に、ローイベントのこの集合が正規化される（図１１のステップ３１
０又は４０５）。正規化は、各ユーザに関するアイテムに対するすべてのキーワード及び
それらのキーワードの使用回数を累積し、ユーザに関するアイテムに対するキーワード使
用の合計で割ることを指す。例として、ユーザがアイテムに対して２つのキーワード（例
えば、キーワード１及びキーワード２）を使用する場合。ユーザがアイテムに対してキー
ワード１を使用する合計回数が３であり、キーワード２を使用する回数が７である。その
とき、正規化の後、キーワード１の数は３／（３＋７）で０．３となり、同様に、キーワ
ード２の数は０．７となる。正規化の最後に、正規化されたイベントが、特定のユーザに
関する所与のアイテムに対して生成される。正規化は、実装によって要求されるようにア
イテム毎にイベントソース毎か又はすべてのイベントにまたがって実行されることができ
る。イベントを正規化する多数の態様が存在する可能性があるが、好ましい実施形態はす
べてのイベントソースにまたがって正規化を行い、アイテム毎にキーワードを収集すると
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きに各ユーザがアイテム毎に１つのキーワードの「投票」を事実上得ることを保証する。
【００８９】
　そのような正規化されたイベントとそのイベントに対応するローイベントとが、１２０
のようなイントラネットベースのサーバ又は１３０のようなインターネットベースのサー
バなどの関連するアノテーションサーバに送信される（ステップ３２０）。これは、漸次
的な態様で、状態変化があるときにのみ行われる。正規化されたイベントをどのサーバに
送信するかの選択はアイテムに基づくことができる。アイテムがインターネットのウェブ
ページのような公的資産である場合、イベントは、インターネットベースのアノテーショ
ンサーバ及びイントラネットベースのアノテーションサーバの両方に伝達されることがで
きる。アイテムがイントラネットのドキュメントである場合、イベントはイントラネット
ベースのサーバにだけ送信されることができる。クライアントシステム１１０がイベント
を伝達することができる複数のインターネット又はイントラネットサーバが存在してもよ
い。この情報は、クライアントシステム１１０内に設定プロファイルとして保存されるこ
とができる。
【００９０】
　次に、イベントは、収集モジュール１２２又は１３２によって１２０又は１３０などの
アノテーションサーバで受信される。はじめに、正規化されたイベントがアイテムに基づ
いてマッピングされる（ステップ４０６）。これは、特定のアイテムＩＤに対応するすべ
てのイベントが同じデータ構造に収集されることを意味する。これらは正規化されたイベ
ントなので、各アイテムは特定のユーザＩＤからの最大で１つのイベントを有する。キー
ワードの数は、アイテムをアノテーションしたすべてのユーザからのキーワードによって
収集される。キーワードの数の合計は、ユーザ数に等しいか、又は実質的にアイテムをア
ノテーションした判断の独立したソースの数に等しい。上述のように、キーワードの分布
はおおよそべき乗則の分布に近い。これは、アイテムをアノテーションするユーザのうち
のあるわずかな数を超えるユーザが使用するキーワードの数がほぼ一定であり、アノテー
ションイベントの数に対してスケール不変であることを意味する。例として、アイテムに
関するアノテーションする集団のうちの５％超によって使用されるキーワードの数が、ア
イテムが５０回のアノテーションを受けたか、５００回のアノテーションを受けたかによ
らずほぼ一定である場合。５％又は１０％などの実装の必要に応じて好適な割合のユーザ
によって使用されるキーワードが、アイテムの定義特徴又はキーワードとみなされること
ができる。定義キーワードは、アノテーションの収集から生じるグループの記述であり、
アイテムをこれらのキーワードに潜在するトピックに割り当てるための信頼できるガイド
である。アイテムに関する定義キーワードは、イベントに基づいて上述のように更新され
る（ステップ４０７）。定義集合内のキーワードは激しく変動する挙動を確かに示し、す
なわち、異なる単語が時間の経過につれて定義集合に入り、出て行く可能性があることに
留意されたい。
【００９１】
　次に、収集モジュールがコンテキストに基づいてローイベントをマッピングする。コン
テキストは単一のキーワード又は２つ以上のキーワードの集合である可能性がある。コン
テキストのすべてのキーワードをそのイベント内に有するイベントは、コンテキストの一
部とみなされる。したがって、イベントからコンテキストへのマッピング４０８は、ユー
ザがコンテキストの一部であるすべてのイベントを単一のデータ構造に収集することを可
能にする。実際には、アイテムと同じか又はそれ以上の一意なコンテキストが恐らく存在
し得る。上述のように、本発明は、カテゴリーコンテキストの概念を使用してコンテキス
ト空間の複雑性を削減し、ユーザ及びアイテムの両方の同時のクラスタ化を可能にする。
好ましい実施形態において、カテゴリーコンテキストがローイベント（正規化されていな
いアノテーションイベント）から計算され、特定の最小数の一意なアイテム及びユーザを
有するコンテキストに対応する。一部の実施形態は、すべてのアイテムが特定の最小数の
ユーザによってアノテーションされる特定の最小数のアイテムを有するカテゴリーコンテ
キストにカテゴリーコンテキストの定義をさらに制限することができる。一部の実施形態
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は、カテゴリーコンテキストの計算のために正規化されたイベントを使用することを好む
可能性がある。その他の実施形態はローイベントを使用することができるが、アイテム及
びユーザに対するそれぞれの一意なコンテキストに関して１つのイベントだけが送信され
るように、サーバに送信されるローイベントを制限することができる。
【００９２】
　カテゴリーコンテキストは、イベントが受信されるときに生成的に計算されることがで
きる（ステップ４０８）。ユーザは、一意なキーワードに基づいてイベントを収集するこ
とからはじめることができる。イベントが特定のキーワードに累積されるとき、これらは
元のキーワードを削除し、それぞれがそれ自体及び元のキーワードのコンテキストを示す
一意なキーワードの第２の集合を取得することによって再びハッシュされることができる
。これは、各コンテキストがカテゴリーコンテキストに関する所定の基準を満たすときに
カテゴリーコンテキストを繰り返し生成し続けることができる。好ましい実施形態におい
て、この方法は、トピックドリフトを防止するように２つのさらなる制限によってさらに
増強される。アイテムの定義キーワードに対応するキーワードだけが、イベントがコンテ
キストの一部であるかどうかを判定するために使用される。さらに、特定のレベル未満の
イベントのレートを有するカテゴリーコンテキストはカテゴリーコンテキストであること
から除外される（又は、最も最近使用されたカテゴリーコンテキストのみを保持するキャ
ッシュメカニズムが使用されることができる）。上記の制限は、より大規模な実装におい
てより意味を持つ可能性があるかなり厳格な要件である。これらは、そのような制限から
有用性を得ない実装に対して少なくとも以下の態様で緩和されることができる。
　・すべての受信されたイベントが計算のために使用される
　・たとえコンテキストのキーワードがアイテムに関する定義キーワードに対応しないと
してもコンテキストのキーワードを含むイベント
　・コンテキストの少なくとも１つのキーワードがアイテムに関する定義キーワードに対
応する場合にそのようなキーワードを含むイベント
　・イベントを使用する代わりにそれぞれユーザ及びアイテムの収集されたキーワードに
基づいてコンテキストに対応するユーザ及びアイテムを判定することによる
　・コンテキストのキーワードに基づいてアイテムを判定し、そのようなアイテムをアノ
テーションしたユーザを判定することによる
　・コンテキストのキーワードに基づいてユーザを判定し、それらのユーザがアノテーシ
ョンしたアイテムを判定することによる
【００９３】
　さらに、好ましい実施形態は、「統合的な」カテゴリーコンテキストを生成する。コン
テキストは、有向非循環グラフ（又はＤＡＧ）を形成すると考えられることができる。例
として、コンテキスト「キーワード１　ＡＮＤ　キーワード２（キーワード１＋キーワー
ド２）」は、キーワード１に対応するアイテム及びキーワード２に対応するアイテムのサ
ブセットであるアイテムを表す。キーワード１及びキーワード２は個々にコンテキスト「
キーワード１＋キーワード２」の親であると考えることができる。キーワード１＋キーワ
ード２がカテゴリーコンテキストである場合、好ましい実施形態は、（たとえその親コン
テキストが所定の基準に基づいてそれらのイベントを収集することに基づいてカテゴリー
カテゴリとして適格でない可能性があるとしても）その親コンテキストもカテゴリーコン
テキストとして「統合する」。
【００９４】
　好ましい実施形態は、カテゴリーコンテキストに基づいてイベントを収集する。これは
、コンテキストがカテゴリーコンテキストになるときにイベントデータがその親コンテキ
ストとは別個に管理されるように生成的に行われる。これは、各カテゴリーコンテキスト
に関するユーザ及びアイテムのランク付けの別個の計算を可能にし、それぞれの別個の計
算を発行及びサブスクライブのための別個の目的として扱う。これは遅延された態様で行
われることができ、イベントは、検索クエリのように要求されるか、又はそれに関して発
行／サブスクライブ要求が受信されるときにのみカテゴリーコンテキストに関して収集さ
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れることができる。
【００９５】
　当業者は、アノテーションの収集の異なる要素に渡るアノテーションイベントの挿入、
更新、及び削除の実装はそれぞれの実装の要件に依存するが、実装が上述の基本的な収集
の要件に従うように実装することは比較的簡単であることを理解するであろう。収集され
たアノテーションデータは、Ｌｕｃｅｎｅなどの検索エンジンのインデックス、又はリレ
ーショナルデータベースなどのいくつかの異なる方法で記憶されることができる。イベン
トは、リアルタイムで、又は所定の間隔で若しくは検索クエリなどのユーザからの動作に
応じて実行されるバッチモードで収集されることができる。厳密な方法は特定の実装の要
件に基づいて決定されることができ、その方法の選択は本発明の基本的な意図を変更しな
い。特定のイベントソースの種類が、ある状況においてその他の種類よりも優れたランク
付け結果をもたらす可能性がある。例として、実装に応じて、「記憶」ダイアログからの
イベントがその他のイベントよりもユーザの興味の優れた指示をもたらす可能性がある。
したがって、実施形態は、必要に応じてそのようなソースの種類に基づいた別個のランク
付け及びその他の計算を可能にする収集データ構造を有することができる。最終的なラン
クが、異なるイベントソースの種類からのランクの収集に基づいて計算されることができ
る。
【００９６】
［検索］
　ユーザは、キーワードをクライアントシステム１１０の検索モジュール１１４に送信す
ること（ステップ５００）によって検索を開始することができる。これはいくつかの態様
で行われることができる。例として、図５、６、及び７のツールバー内の検索フィールド
。ユーザは、図１０のような専用アノテーションブラウザウィンドウを起動し、検索フィ
ールドに入力することができる。これを実装する態様がクエリ文字列を検索モジュール１
１４に伝達する限りこれを実装する多くの態様が存在する可能性がある。概して、検索は
キーワードの形態であり、ウェブ上の検索エンジンにおいてよくある検索と同じフォーマ
ットに従う。クエリは上述のように実質的にコンテキストを示す。
【００９７】
　サーバの検索応答モジュール１２３又は１３３は、マッチするアイテム又はユーザ（ヒ
ット）を判定し、そのようなヒットの関連性（ランク付け）を判定する責任を負う。本発
明の根幹をなす革新は、アノテーションに基づいてヒットのランク付けにおいて情報検索
技術を使用する能力の認識である。これは、（Ａｍｉｔ　Ｓｉｎｇｈａｌによる「Ｍｏｄ
ｅｒｎ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｒｅｔｒｉｅｖａｌ：Ａ　ｂｒｉｅｆ　ｏｖｅｒｖｉ
ｅｗ」に記載されているような）従来のＴＦ－ＩＤＦスタイルのアプローチ及び（Ｂｏｒ
ｏｄｉｎらによる「Ｌｉｎｋ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　Ｒａｎｋｉｎｇ　Ａｌｇｏｒｉｔｈｍ
，Ｔｈｅｏｒｙ，ａｎｄ　Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｓ」に記載されているような）ＬＡＲス
タイルのアプローチを含む。クエリコンテキストがカテゴリーコンテキストに対応する場
合、ＬＡＲスタイルのアプローチがランク付けの好ましい形態である。上述のように、そ
れぞれのアノテーションをユーザとアイテムの間の統合的なリンクとして使用することに
よってＬＡＲスタイルのアプローチを取り入れることができる。概して、ユーザ及びアイ
テムの両方は、ユーザからアイテムに向かう有向リンクを有するグラフのノードとみなさ
れることができる。より具体的には、これは、ユーザがハブのように扱われ、アイテムが
リンク解析アルゴリズムにおけるオーソリティとして扱われることを可能にする。
【００９８】
　好ましい実施形態は、プライバシーに関する懸念のためにクエリを行うユーザがキーワ
ードに基づいてユーザを検索することを許さず、その代わりに発行／サブスクライブ方法
を生成する。基本的に、好ましい実施形態はユーザ情報を検索結果として返すことを許さ
ないが、個人が（サーバにおいて行われたユーザに基づく検索によって決定される）関連
性のある人にそれらの人がそれらの人の私的情報を明かす必要なしにメッセージを送信し
、それらの人に送信者に折り返し連絡するか否かの選択を与えることを可能にする。これ
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はカテゴリーコンテキストに制限される。
【００９９】
　好ましい実施形態において、カテゴリーコンテキストはＨＩＴＳアルゴリズムに基づい
てランク付けされる５０４。説明されたＬＡＲアルゴリズムなどの任意のＬＡＲアルゴリ
ズムが使用されることができる。この分野は広範に研究されており、様々な欠陥を対象と
する多くの変形が存在する。好ましい実施形態は、カテゴリーコンテキストの一部である
イベントを初期集合として使用する。上述のように、これらのイベントは、コンテキスト
のすべてのキーワードが存在し、それらのキーワードがアイテムに関する定義キーワード
に対応するように選択される。これは、ＨＩＴＳアルゴリズムに通常関連するトピックド
リフト問題を解決するために行われる。これらのイベントはユーザとアイテムの間の統合
的なリンクを生成するために使用され、ＨＩＴＳアルゴリズムがそれに適用される。これ
は、ハブのランクの形態のユーザに関するランクと、オーソリティのランクの形態のアイ
テムに関するランクとの両方を与える。これらのランクは、カテゴリーコンテキストに対
して生成時（ステップ４０８）に計算され、イベントが収集されるときに更新され続ける
（ステップ４０９）。カテゴリーコンテキストに対するクエリに基づくユーザ及びアイテ
ムのランク付けがこれらのランクを使用することによって有利に行われることができる。
ユーザのランク付けは、アイテムのランク付けとは異なるアルゴリズムを用いて行われる
ことができる。例として、アイテムはＨＩＴＳアルゴリズムを用いてランク付けされるこ
とができる一方、ユーザはＢｏｒｏｄｉｎらによる論文に記載されたようなＢＦＳアルゴ
リズムを用いてランク付けされることができる。
【０１００】
　カテゴリーコンテキストではないコンテキスト、好ましい実施形態は、イベントのアイ
テムに基づくマッピングにおいて正規化されたイベントに基づいて単純なＴＦ－ＩＤＦに
基づくランク付けを利用する（ステップ５０２）。ユーザの検索を可能にするその他の実
施形態は、ユーザ毎の収集されたキーワードに基づいてヒットを生成することができる。
コンテキストのキーワードが収集されたキーワード内に存在する場合、ユーザはヒットと
して返されることができる（ステップ５０５）。そのようなメカニズムは、ランク付けの
ためのＴＦ－ＩＤＦスタイルのメカニズムを使用することができる（ステップ５０６）か
、ＩＲからの適用可能なその他の方法のうちのいずれかを使用することができる。
【０１０１】
　高速なクエリ応答を容易にするために、ユーザ及びアイテムの両方に関するそのような
ヒット及びランク付け情報は、Ｌｕｃｅｎｅなどの従来の検索エンジンの転置インデック
スに記憶されることができるか、又はＯｒａｃｌｅなどのリレーショナルデータベース内
に記憶されることができる。
【０１０２】
　その他の実施形態において、カテゴリーコンテキスト内の発行者ＩＤをアイテムと同様
の態様でランク付けすることもできる。各アイテムは、場合によってはいくつかの発行者
ＩＤを持つ可能性がある。これらのＩＤのそれぞれは、アイテムと同様の態様で統合的な
リンクを用いてユーザに関連付けられることができる。所与の発行者ＩＤに関連するユー
ザがすべてのアイテムに渡って収集される。ユーザはハブとしてモデル化され、発行者Ｉ
Ｄはオーソリティとしてモデル化される。アイテムをランク付けするための同じアルゴリ
ズムが発行者ＩＤをランク付けするために使用されることができる。これらのランクは、
発行者がコンテキスト内のユーザの間で有する権威のレベルを示す。ランク付けはカテゴ
リーコンテキストではないコンテキストにおいても可能であるが、データのまばらさは、
ＴＦ－ＩＤＦスタイルのアプローチ、ＣｕｂｅＳＶＤ、ＬＳＩ、又はＰＬＳＡ及びＰＨＩ
ＴＳなどのテンソル分解アプローチなどを優れた代替にする。アイテムのランク付けはそ
のアイテムの発行者ＩＤのランク付けに部分的に基づくこともでき、そのようなランクは
クエリに対するアイテムの最終的なランクの計算で収集されることができる。
【０１０３】
　ランク付けに関して、ユーザとアイテムの間に基本的な違いが存在する。概して、アイ
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テムは、アイテムの定義特徴の決定を可能にするべき乗則の挙動を示す。これは、ＴＦ－
ＩＤＦスタイルのアプローチが収集され正規化されたイベントにおけるキーワードの数を
利用することができるのでＴＦ－ＩＤＦスタイルのアプローチを関連性の弁別において効
果的にする。その一方、ユーザは、アイテムよりも多くの側面を有する傾向があり、その
ような側面は時間の経過と共に変わる。ＬＡＲスタイルのアプローチ、又はＣｕｂｅＳＶ
Ｄなどのテンソル分解方法は、所与の実装においてＴＦ－ＩＤＦアプローチよりも優れた
代替を生み出す可能性がある。当業者が気付くであろうように、ＩＲ技術を適用すること
において可能な多くの変更形態が存在する。異なる実施形態は、それらの要件の通りにラ
ンク付けのための異なるＩＲ技術を実装することを選択することができる。これはこのメ
カニズムの基本的な意図から逸脱しない。
【０１０４】
　また、検索の結果はさらなるドリルダウンカテゴリーを返す（ステップ５０２、５０４
、及び５０６）。実質的に、これらは、クエリをさらに増強するための関連性のあるキー
ワードの提案である。好ましい実施形態は、カテゴリーコンテキストからドリルダウンカ
テゴリーを計算する。具体的には、これは、クエリコンテキストの子であるすべてのカテ
ゴリーコンテキストに関して、クエリコンテキストのキーワードを削除し、次のレベルの
一意なキーワードを生成し、それらのキーワードの累積のイベント数によってそれらのキ
ーワードをソートし、上位（例えば、２０）のキーワードを返すことを意味する。特定の
実施形態は、コンテキストに対応するアイテムのキーワードからこれらを計算することが
できる。その他の実施形態は、検索のクリックストリームを計算のための基礎として使用
することができる。一部の実施形態は、所与の期間内のイベント数の累積数に対応する「
最近の」イベント数を使用することを好む可能性がある。上述のように、一部の実施形態
は、ドリルダウンカテゴリーのよりパーソナライズされた集合を得るためにカテゴリーコ
ンテキストのユーザの特定期間の使用頻度に基づく時間に基づくＴＦ－ＩＤＦアプローチ
も使用することができる。
【０１０５】
　ランク付けに対する多くのその他のアプローチが上記のアプローチと協調して使用され
ることができる。例として、テキストコンテンツに関して、アノテーションに基づくラン
ク付けを増強するために全文インデックス付けが使用されることができる。ウェブページ
に関して、ハイパーリンクの接続性が従来のＬＡＲアプローチによって利用されることが
できる。アイテム又はユーザに関するランク付けのすべてのこれらの異なるソースは、実
装の要件に基づいて選択されることができる当技術分野に知られているいくつかのランク
収集アルゴリズムを用いて有利に収集されることができる。
【０１０６】
　次に、結果及びカテゴリーが検索応答モジュール１３３からクライアントシステム１１
０に返され、次にディスプレイモジュール１１３を使用してユーザに表示される。これら
の結果は、図１０のアノテーションブラウザなどの専用のウィンドウに表示されることが
できる。クエリされたコンテキストにおけるユーザ及びアイテムの総数などのその他のデ
ータが検索結果において増強されることができる。一部の実施形態は、クエリ指定に使用
されることもできる、ヒットに対応するイベントソースの種類又はイベントソースのリス
トを提供することができる（基本的にそれらをカテゴリーコンテキストのように扱う）。
【０１０７】
［パーソナライズ、サブスクリプション、及び発行］
　すべてのイベントに基づいて検索を行い、検索結果を返すことの望ましくない結果は、
べき乗則が、コンテキストに対する上位にランクされるヒットが少数のアイテムなどによ
って満たされはじめ、新しく入ってくるものが見られることが次第に難しくなる「リッチ
ゲットリッチャー（ｒｉｃｈ　ｇｅｔ　ｒｉｃｈｅｒ）」減少を示すことである。これは
、システム全体の有用性にとって有害であり、本質的にインタラクションの生態系を少数
の参加者だけに集中させる。これは、時間に基づくアプローチを使用することによって幾
分改善されることができる。例として、上述のように収集全体とは別個の（ここ１時間、
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又は今日、又は今週などの）期間に対してイベントが収集されることができる。これは、
最近のイベントが公開されやすくなることを可能にする。
【０１０８】
　図１０は、そのような時間に基づく結果を「最新」タブに表示することができるアノテ
ーションブラウザを示す。表示の観点からすると、クライアントシステム１１０は、結果
のそのような時間に基づく変化を処理することを可能にされる必要がある。概して、電子
メールのような現在のほとんどの時間に基づくシステムは、それらが受信される時間によ
ってメッセージをソートする。これは、このシステムにおいてよくあるように多数のその
ようなメッセージが存在する場合には不可能である可能性がある。したがって、「最新」
タブは、関連性に基づいてアイテムを表示する必要がある。これは、ユーザが（電子メー
ルのようにリストを順次下に移動するなど）それらのユーザが見たものを追跡し続け、そ
れらのユーザが見ていないものを効率的に発見することがもはやできないので、基本的な
ユーザインターフェースのメタファの変更を要求する。これは、ユーザによって既に見ら
れたアイテムが「マイアイテム」と呼ばれる別個のリストに保持されることができるメタ
ファを実装することによって行われることができる。これは、「最新」タブにある間にコ
ンボボックス内の「マイアイテム」メニューアイテムを選択することによってアクセスさ
れることができる。これは、ユーザが「最新」によって与えられる期間内に見る、アノテ
ーションする、発行するなどしたすべてのアイテムを表示する。また、「マイアイテム」
は、「すべて」タブを選択するときと同様の意味を有するが、期間にかかわらずすべての
アイテムを含む。
【０１０９】
　そのような機能は、真に新しいアイテムと、既存のアイテムに関する新しいイベントと
を区別する必要がある。人気のあるアイテムは、新しいユーザがそれらを発見したときに
継続的にアノテーションされる。収集モジュール１３２は、アイテムがシステムにとって
新しいのか、それともアイテムがコンテキストに対して新しいのかを評価することによっ
てイベントがそのような時間に基づく記憶に置かれるべきかどうかを検出することができ
（ステップ４０２）、その場合はアイテムが追加され、そうでない場合アイテムは追加さ
れない。代替として、一部の実施形態は、イベントが所与の期間アイテムに関して受信さ
れなかったか、又はアイテムに対するイベントのレートが規定のレート未満に落ちた場合
にアイテムに関するイベントを新しいイベントとしてシグナリングすることができる。
【０１１０】
　これは、デフォルトの「最新」タブウィンドウが常に最新の及び最も関連性のあるアイ
テムを表示することに集中することを可能にする。これは、任意の時間の関連性によって
継続的にソートされることができる。この表示メタファは、関連性が高いアイテムが受信
されたときのデスクトップ上の新しいアイテムのチッカーテープ又はシステムトレイ上の
アラートメッセージなどのその他のパラダイムによって増強されることができる。
【０１１１】
　この時間に基づくアプローチは、新しい及び関連性のあるコンテンツの発見しやすさを
高めるためにコンテンツの的を絞った配信を可能にする発行及びサブスクライブメカニズ
ムを用いて有利に増強される。これは、以下のメカニズムを利用することによって達成さ
れる。
　・カテゴリーコンテキストを使用することによって発行者及びサブスクライバが集まる
ことを可能にすること
　・発行者がアイテムに対して最も関連性のあるコンテキストを選択することを可能にす
ることによる
　・発行をアカウンタビリティを伴う明示的な行為にすることによる
　・分散された態様のコミュニティによる迅速な処理を可能にするコンテキスト設定フェ
ーズを持つことによる
　・発行者に関する評判の分散された形態を可能にするパーソナライズされたサブスクリ
プションプロセスを持つことによる
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【０１１２】
　アイテムは発行を通じてシステムに導入されることができる。発行において、発行者は
、図９のようにカテゴリーコンテキストにアイテムを割り当て、次にそのアイテムをシス
テムに発行する。本来、発行はアノテーションの形態である。好ましい実施形態において
、発行はアノテーションとは別個の明示的な行為に変換される。これは、図５、６、７の
ように「発行」ボタンを押すことによって遂行されることができる。発行者は、ユーザＩ
Ｄ及びパスワードを用いてシステムに認証する（ステップ６００）必要がある。証明され
たとき、システムは、発行者に発行者のすべての発行されるアイテムと共に使用される一
意な発行者ＩＤを割り当てる。これは、実装の要件に応じて発行者のユーザＩＤと同じで
あっても又は同じでなくてもよい。次に、発行者は、アイテムをそれらの発行者が当該ア
イテムに最も関連性があると感じる一意なカテゴリーコンテキストに割り当てる（ステッ
プ６０１）。これは発行者の判断によって決定されるが、発行者が意図されるカテゴリー
コンテキストのアイテム並びに総ユーザ数及び総アイテム数を見ることができるという事
実によって支援される。意図されるカテゴリーコンテキストがアイテムよりも比較的かな
り多くのユーザを有する場合、それはアイテムにかなりの興味が存在する場合のコンテキ
ストを示す可能性があり、アイテムが関連性がある場合、それは受け入れられるより大き
な機会を有する。コンテキストがユーザと比べて比較的多くのアイテムを有する場合、ア
イテムがコンテキスト内のユーザの関心を引くためにその他のアイテムと競争する必要が
ある可能性があり、発行者がその他のアイテムと比較された当該アイテムの相対的な有用
性のそれらの発行者の判断に応じてそのコンテキストか又は別のコンテキストを使用する
ように判断する可能性がある。
【０１１３】
　いったん発行者が（例えば、図９の発行ボタンを押すことによって）アイテムを発行す
ると、アイテムは発行イベントの形態でサーバシステム（１２０又は１３０）に送信され
る。そのような発行イベントの例が図１６にＸＭＬフォーマットで示される。発行イベン
トは、発行イベントがイベントの発行者の一意な発行者ＩＤを必ず含むことを除いてアノ
テーションイベントと同様である。既存のアイテムは、アイテムをシステムに最初に導入
した元の発行者だけでなく任意の発行者によって発行されることができる。これは、単に
アイテムに新しい発行者ＩＤを付け加えることと等価である。それぞれのそのような発行
イベントは、正規化とアイテム及びコンテキストのマッピングとに関してその他のアノテ
ーションイベントと同様の態様で処理される（ステップ６０２）。発行者ＩＤは、これが
キーワードの記述を歪曲するのでキーワードに関する正規化の計算において使用されない
。しかし、発行者ＩＤはアイテムに関するメタデータであり、すべてのそのようなアノテ
ーションに渡ってアイテムレベルで収集されることができる。これらのＩＤは、アイテム
に関する定義キーワードを決定することには含まれないが、ユーザがアイテムを発行者に
関するそれらのユーザの熟知度に基づいて再ランク付けすることを可能にするために検索
からの結果に含まれることができる（ステップ５０２、５０４、及び５０６）。発行者Ｉ
Ｄは、それらのサブスクライバによる発行者に関する評判（又はアカウンタビリティ）の
分散された形態を可能にする。
【０１１４】
　アイテムがコンテキストにとって新しいか、又はサーバシステム（１２０又は１３０）
にとって新しい場合、好ましい実施形態はアイテムにコンテキスト設定するように試みる
（ステップ６０３）。これは、カテゴリーコンテキスト内のユーザのサブセットである可
能性があるユーザの集合にアイテムがプッシュされるプロセスである。そのようなユーザ
は、コンテキストに関する上位ユーザを決定するためのランク付け方法を使用することに
よってサーバシステムによって決定されることができるか、又はコンテキストに対して影
響力のある発行者を含むことができるか、又はコンテキストのユーザの無作為のサブセッ
トであるか、又はコンテキスト内のすべてのユーザにアイテムを送信することを含む、実
装の要件に応じたその他の態様による。そのような特定のユーザに関するプッシュメカニ
ズムは、サブスクライブプロセスを通じてサーバによって実行されることができる。基本
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的に、サブスクライバは時々サーバからアイテムを引き出す。サーバは、サブスクライバ
のユーザＩＤを使用して、ユーザに対する結果にコンテキスト設定のためのアイテムを追
加するか否かを決定する。アイテムがコンテキスト設定されるまで、そのアイテムはユー
ザが通常のサブスクリプションプロセスの一部としてダウンロードするために利用できな
い。コンテキスト設定の主要な目的は、アイテムがコンテキストのコミュニティによって
より速やかに利用されることができるように（検索及びサブスクリプションに関するより
高いランク付け）迅速な態様で人の小さいが代表的なグループがそれらの人が関連性があ
ると感じたアイテムを「記憶」ボタンを使用してアノテーションするか又は「発行」を使
用して発行することを可能にし、アイテムがそのアイテムの定義キーワード及びその他の
人が当該アイテムを検索するために使用することができるその他のそのようなキーワード
の両方を決定することを可能にすることである。このプロセスは、影響力のある発行者が
コンテキストに関するユーザのサブセットに含まれる場合に促進されることができる。当
業者は、コンテキスト設定プロセスが受け入れを迅速にするためだけにあり、高トラフィ
ックのコンテキストにおいて有用であるが、必須の条件ではないことを認めるであろう。
このステップは、コンテキストが低いレベルのトラフィック、又はこのプロセスのオーバ
ヘッドが相応の価値をもたらさないその他の状況にある場合は省略されることができる。
【０１１５】
　検索に関する１つの問題は、ユーザがそれらのユーザが興味があるコンテキストを指定
して結果を取り出す必要があることである。これは、ユーザが関連性のあるアイテムが利
用可能になるときにそれらのアイテムを発見するための効率的な態様ではない。（上で説
明されたように）好ましい実施形態は、サブスクリプションプロセス１１４を使用して自
動化された態様で関連性のあるアイテムを取り出し、それらを図１０の「最新」タブに表
示し１１３、それらを関連性の降順で示し、関連性のあるカテゴリーコンテキストをドリ
ルダウンカテゴリーとして示す。そのようなコンテキストは、「最も読まれているコンテ
キスト」、「最も最近のコンテキスト」などの広く有用なコンテキスト、及び関心のある
ユーザのプロファイルに基づいたコンテキストを含むことができる。サブスクリプション
プロセスは、カテゴリーコンテキストに基づいてユーザプロファイルを生成する。これは
、明示的及び暗黙的の両方で行われることができる。ユーザは、それらのユーザが興味が
あるカテゴリーコンテキストを繰り返しクエリの形態で明示的に指定することができ、そ
の結果、それらのカテゴリーコンテキストからのアイテムがバックグラウンドで継続的に
ダウンロードされる。また、これは、（クリックすることなどによる）各カテゴリーコン
テキストに関するアノテーションイベントのユーザの相対的頻度を観測し、その割合でア
イテムを取り出すことによって暗黙的に行われる。好ましい実施形態は、すべてのイベン
トソースの種類からのアノテーションイベントを使用してこれらの割合を計算する。その
他の実施形態において、異なるイベントソースの種類からのアノテーションイベントは実
装の要件の通りに異なるように重み付けされることができる。例えば、「記憶」ダイアロ
グからのアノテーションイベントは、クリックストリームからのアノテーションイベント
よりもユーザの興味をよりはっきり示すとみなされることができ、したがってより重く重
み付けされることができる。
【０１１６】
　ユーザのプライバシーを守るために、好ましい実施形態はクライアントシステム１１０
にこのプロファイルを記憶し、その結果、ユーザはそれらユーザのプロフィールの完全な
制御を握り、それらのユーザの望むようにそのプロファイルを見る又は編集することがで
きる。クライアントシステム１１０はカテゴリーコンテキストに基づいて匿名でアイテム
を取り出すことができるが、コンテキスト設定プロセスが機能するために、サブスクリプ
ションプロセス１１４は、ユーザに関するプロファイルが取り出されるためにユーザＩＤ
／パスワードに基づくログインプロセスを用いてシステムに認証する（ステップ６１０）
ようにユーザに要求する。一部の実施形態は、的を絞った広告の配信などの、コンテキス
ト設定とは別のその他のプロセスに対してこの形態のプッシュプロセスを使用することが
できる。
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【０１１７】
　「最新」タブ内のドリルダウンカテゴリーの処理は、「すべて」タブ内のアイテムの集
合全体に渡る通常の検索のための処理とは異なり、イベントのために使用される期間と、
カテゴリーコンテキストのユーザの特定期間の使用頻度に基づく時間に基づくＴＦ－ＩＤ
Ｆとの両方に対して調整される。基本的に、そのようなドリルダウンカテゴリーのランク
付けは、期間の累積のイベント数、並びにユーザの使用及び使用の最新性を反映する。こ
れは、ユーザが最近の「話題になっている」及び関連性のあるトピックを容易に発見でき
るようにする。
【０１１８】
　ユーザに提示されるアイテムの関連性を高めるために、サブスクリプションプロセス１
１４は、ユーザに表示する１１３前にアイテムをパーソナライズする。当技術分野におい
て知られているパーソナライズに対する多くのアプローチが存在するが、そのようなアプ
ローチの有効性はまだよく理解されていない。好ましい実施形態は、コンテキストに関し
てサーバシステム（１２０又は１３０）において上位にランク付けされたアイテムを取り
出し、次にユーザプロファイルに基づいてクライアントシステム１１０においてアイテム
を再ランク付けするアプローチを取る。これは、向上されたプライバシー及びセキュリテ
ィなどの有利に利用されるいくつかの特徴を有し、コラボレーションによるランク付け及
びコンテンツに基づくランク付けの両方（それぞれサーバ及びクライアントベースのラン
ク付け）を利用し、ネットワークの末端の計算機能力を使用する。アイテムはユーザプロ
ファイルに基づいてクライアントにダウンロードされる（ステップ６１１）。これは、１
日のような所与の期間にユーザが通常読む／使用するアイテム数をサンプリングし、次に
その数の好適な倍数を取得し、ユーザのプロファイル内のコンテキスト中にそれを分配す
ることによって行われることができる。例として、ユーザが１日に１５０個のアイテムを
読み、すべてのそのような読んだもののうちの１０％がコンテキスト「Ａｊａｘ」内にあ
る。サブスクリプションシステムは、アイテムのうちの１０％がキーワード「Ａｊａｘ」
に対応するか、又は利用可能なだけ多くのいずれか少ない方であるようにその日中に１５
０００個のアイテムをダウンロードすることができる。これらの割合は、ユーザがシステ
ムとインタラクションするときにリアルタイムで、又は１日に１回など所定の間隔の後に
バッチ式に再計算されることができる。倍数は、（アイテムに対する関連性のコミュニテ
ィの意見の代理である）サーバにおけるランク付けに基づく順序と、（ユーザの興味に基
づいて決定される）クライアントにおけるランク付けとの間の混合を可能にする。好適な
倍数は、ユーザ毎若しくはコンテキスト毎に計算されることができるか、又はスライダコ
ントロールのような視覚的なメタファを通じてインタラクティブな態様でユーザによって
設定されることさえできる。
【０１１９】
　それぞれのそのようなコンテキストに関してサーバからダウンロードされたアイテムが
、ユーザプロファイルに基づいて再ランク付けされる（ステップ６１２）。これは、コン
テキストに関するユーザプロファイルのキーワードベクトルを各アイテムのキーワードベ
クトルと比較することによって遂行される。好ましい実施形態は、ユーザプロファイルか
らのコンテキストのキーワードベクトルと各アイテムのキーワードベクトルとを厳格な態
様で決定する。ユーザに関するコンテキストの一部であるアノテーションイベント内のア
イテムに関する定義キーワードの一部であるキーワードのみが、キーワードベクトルを計
算するために使用される（そのようなイベントは、プロファイル内の、再ランク付けされ
るべきアイテムに基づかないすべてのイベントを含む）。「マイアイテム」タブのクリッ
クストリームに対応するアノテーションイベントは計算から除外される。このベクトルに
対する重みは既に説明されたように時間に基づくＴＦ－ＩＤＦの態様で計算され、そのコ
ンテキスト内のユーザに関するキーワードの特定期間の使用頻度がベクトル内のキーワー
ドに対する重みとして使用される。再ランク付けは、コンテキストに関するユーザプロフ
ァイルのキーワードベクトルを各アイテムのキーワードベクトルと比較することによって
行われる。アイテムに対するキーワードの頻度が、アイテムに関する収集され正規化され
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たイベントから判定される。次に、これは、対数に基づく減衰ｌｏｇ（Ｎ／ｄ）を用いる
従来のＴＦ－ＩＤＦアプローチのようにドキュメントの頻度の逆数によって乗算され、こ
こでＮはアイテムの総数に対応し、ｄはそのうちの当該キーワードを有するアイテム数に
対応する。ランクは、アイテムに関するキーワードベクトルとそのコンテキスト内のユー
ザに関するキーワードベクトルとの内積に基づいて各アイテムに対して計算される。
【０１２０】
　上記の計算は、キーワードと同様の態様で発行者ＩＤを用いて増強される。それぞれの
そのような発行者ＩＤはキーワードベクトルに含まれることができ、内積によって生成さ
れる最終的なランクに影響を与える。発行者ＩＤはキーワードと比べて比較的出現頻度が
低いので、それらの発行者ＩＤは最終的な重み付けに対して大きな影響を有する。発行者
ＩＤの重み付けの効果はユーザが発行者を有用だと思ったコンテキストに制限され、１つ
のコンテキスト内の高くランク付けされた発行者は別のコンテキスト内のアイテムのラン
ク付けに影響を与えない可能性があることに留意することが重要である。再ランク付けは
、これらの計算されたランクの減少する値に基づいてアイテムをソートすることに等しい
。当技術分野に習熟した読者は気付くであろうように、すべての上記の条件は厳格な制限
であり、実装に対する必要性の通りに多数の異なる態様で緩和されることができる。実装
は、イベントのキーワードがアイテムに関する定義キーワードの一部であるための条件を
緩和することができる。実装は、アイテムのすべての定義キーワードをユーザがそれらの
ユーザのアノテーションにそれらのキーワードを使用したかどうかにかかわらず使用する
ことができる。実装は、それらの実装の必要に応じてランク付けに対する発行者ＩＤの効
果を好適に小さくすることができるか、又はランク付けに発行者ＩＤをまったく使用しな
い可能性がある。使用されることができるランク付けのようなＴＦ－ＩＤＦの多数の変更
形態が存在する。アイテムに関する生成及び消費レートが計算の基礎として使用されるこ
とができる。
【０１２１】
　次にこれらは、上述のように図１０の「最新」タブ上に表示される６１３。アノテーシ
ョンブラウザに関して、「最新」タブにおける検索は、システム内のすべてのアイテムを
検索することと対称的に期間に基づいたアイテムのみを検索する。これは、システムに対
して知られているすべてのアイテムをカバーする「すべて」タブにおける検索とは異なる
。
【０１２２】
　サブスクリプションの表示は、発行者ＩＤを認識し、それらをサーバに送り返すために
も使用される。好ましい実施形態は、アイテム毎に許可される発行者ＩＤ数を１０などの
所定の数に制限し、ＩＤをアイテムと共にその所定の数まで発行順に記憶する。サブスク
リプションは、アイテムを取り出すときに各アイテムに関するすべての知られている発行
者ＩＤをダウンロードする。サブスクリプションプロセスはすべてのそのような発行者Ｉ
Ｄを記憶し（基本的に、ユーザプロファイル内のそれぞれのそのようなＩＤに関する使用
を更新する）、発行者ＩＤに基づく再ランク付けの計算にそれを使用する。これらが上述
のように再ランク付けのためだけに使用されるのではなく、アイテムの元の発行者ＩＤ及
び最もマッチする発行者ＩＤもアイテムに関するユーザからのアノテーションイベントに
追加される。次に、これは上述のアノテーション収集方法を通じてサーバに返送される（
ステップ６１４）。また、これはコンテキストに対してユーザプロファイルを更新する（
ステップ６１５）。これは、発行者ＩＤに対するフィードバックループを閉じ、それらが
将来のコンテキスト設定及びその他の目的のためにサーバサイドでランク付けされること
を可能にする。最もマッチする発行者ＩＤは、アノテーションの功績を認められるように
、ユーザによく知られている発行者を与える。元の発行者ＩＤは、アイテムをシステムに
導入した発行者が功績を認められるように含まれる。当業者はそのようなフィードバック
ループを実装するための多数の異なる方法が存在することを認識し、所与の実装の要件に
対して有利に使用されることができる異なるシステムの特徴を与える。しかし、これらは
、中央サーバに戻る発行者ＩＤに関するフィードバックループを提供する基本的意図から



(40) JP 2009-510598 A 2009.3.12

10

20

30

40

50

逸脱しない。特定の実施形態は、ユーザが高くランク付けされた発行者を検索することを
可能にすることができる。その他の実施形態は、検索のヒットを評価することにアイテム
に関する発行者のランク付けを含むことによってアイテムのランク付けを増強することが
できる。特定の実施形態は、上述のように発行者ＩＤと同様の態様で所与のアイテムに関
するユーザＩＤを使用することができる。特定の実装が、上記のようなサブスクリプショ
ンと同様の態様で検索結果に関する再ランク付け５０７を使用することができる。検索結
果に関するドリルダウンカテゴリーも、期間の基準又はユーザの特定期間の使用頻度の基
準に従ってランク付けされることができる。好ましい実施形態は、純粋にサーバにおける
累積のイベントの合計に基づいた検索結果を保持し、それを使用するすべてのユーザに対
して同じである。サブスクリプションアイテムだけが再ランク付けされる。これは、ユー
ザがそれらの個々のビューとは別のデータの純粋なグループのビューを見ることが可能で
あるように行われる。これは、すべてのユーザに渡り共有されるアイテムに対する少なく
とも１つのビューを可能にする。
【０１２３】
　アノテーションシステムは、任意の所与のカテゴリーコンテキストに関する多数のアイ
テムを受信することができる。クライアントへのカテゴリーコンテキストに基づいたアイ
テムを受信するサブスクリプションプロセスは、そのようなフローに対応することができ
ない可能性がある。好ましい実施形態は、周期的にコンテキストの所定の数の最も関連性
のあるアイテムを取り出す。これは、再ランク付けのためにクライアントにおいて利用可
能でない多くのアイテムが存在する可能性があることを示唆する。しかし、任意の所与の
瞬間、クライアントは最も関連性のあるアイテムを有する可能性が高い。その他の実施形
態は、すべてのアイテム又はすべてのイベントさえもが取り出され、ある期間のアイテム
のクライアントイメージがサーバイメージとの同期を維持されるなど、当該アプローチに
対する変更形態を取る可能性がある。再ランク付けにおいて使用されるキーワード及び発
行者ＩＤの重要な統計がサーバからクライアントに取得される。これは、サブスクリプシ
ョンのときに行われ、周期的に最新に保たれる。同様の方法が、アイテムに関する定義キ
ーワードが変わるときにその定義キーワードを取得するために使用される。すべてのその
ようなデータは、検索などのユーザによる情報の実際の要求に便乗する態様で取り出され
ることができるか、又は規則的間隔で保守される可能性がある。すべてのユーザプロファ
イルデータも規則的間隔でサーバにバックアップされることができ、及び／又はネットワ
ークベースの記憶から利用できる可能性がある。これは、アノテーションサーバを管理す
るエンティティから独立したエンティティによって記憶されることができる。当業者は気
付くであろうように、上記の基本機能を変更することなく上記発明が実装されることがで
きる多くのシステム構成が存在する。サブスクリプションは、クライアントサーバアーキ
テクチャにおいてアノテーションサーバがクライアントと通信することを暗黙的に仮定す
る。しかし、アノテーションサーバの処理は、ロードバランシング、３層アーキテクチャ
、ＲＰＣ／ウェブサービスベースのアプローチ、ピアツーピアアプローチなどのいくつか
の従来の態様で分散されることができる。処理はアイテム及びコンテキストに基づいて行
われるので、計算がハッシュに基づいて分散されることができる。アイテムの場合、各サ
ーバは、ハッシュ関数の基礎において決定されるアイテムのサブセットのみを処理するこ
とができる。コンテキストベースのサーバの場合、処理はコンテキストに基づいてサーバ
に割り当てられることができる。ＲＥＳＴのようなアプローチが、性能を高速化するため
にローカルキャッシュサーバを実装することができるように利用されることができる。処
理は、コンテキストベースのサーバのための少なくとも１つの新規性のある態様で分散さ
れることもできる。ＤＮＳのようなアプローチが使用されることができ、処理はコンテキ
ストに基づいていくつかのサーバに渡って階層的な態様で連携される。例として、コンテ
キスト「Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ」に関するイベントに対するすべての処理は、このコン
テキストを専門に扱うサーバに中継されることができる。コンテキスト「Ｊａｖａｓｃｒ
ｉｐｔ　Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ」に関するイベントは「Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ」を専
門に扱うサーバに送信されることができ、そこからコンテキスト「Ｊａｖａｓｃｒｉｐｔ



(41) JP 2009-510598 A 2009.3.12

10

20

30

40

50

　Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ」に基づくさらなるサーバに送信されることができる。
【０１２４】
　好ましい実施形態は単に本発明の基本的概念を使用するシステムの例にすぎず、可能な
、及び本発明の基本的な意図から逸脱しない多数の変更形態が存在する。好ましい実施形
態は、検索エンジンにおいてよくあるような検索コンテキストに関するＡＮＤ、ＯＲ、及
びＮＯＴなどのブール論理式を使用するように拡張されることができる。コラボレーショ
ンの範囲を設けるか、又は「Ｓｐａｍ」若しくは「Ａｄｕｌｔ」などのような特別な目的
のキーワードを実装することによってコンテンツのフィルタリングを取り入れることがで
きる。これは、ボタンの形態で、又はその他の好適な形態でユーザに提示されることがで
きる。フィルタリングは、ユーザがそのようなキーワードのキーワード数に関する値を設
定すること可能にすることによってクライアントシステムにおいて制御されることができ
、サブスクリプション取りだしプロセス及び再ランク付けプロセスは、ユーザが指定した
量を超えるこれらのキーワードに関するキーワード数によって任意のアイテムを除去する
ことができる。このテーマに関する可能な変更形態は、そのようなキーワードがアイテム
に関する定義キーワードである場合にアイテムを除去することである。実施形態が発行を
既存のアイテムに関するアノテーションイベントの代わりに特別なアイテムの種類として
扱い、それによってそれぞれのそのようなアノテーションが別個のアイテムＩＤを持つこ
とを可能にすることができる。これは、アノテーションがそのアノテーションのメタデー
タ内で別のアノテーションを指すことを可能にし、そのようなアノテーションのチェーン
の作成を可能にする。これは、対話のスレッドの作成を可能にし、アイテムがアノテーシ
ョンサーバに対して別個に記憶され、発行イベントが単にその存在を知らせるための方法
として働く説明された好ましい実施形態におけるフォーマットの代わりにアノテーション
サーバ自体の中にこれらのメッセージが保存されることを可能にするフォーラムのような
機能を可能にする。
【０１２５】
　重大な新しい機能を達成するための小さな調整を用いて既存のソフトウェアアプリケー
ション内で使用されることができる本発明の実施形態が存在する。１つのそのような実施
形態において、カテゴリーコンテキストの概念が、それらのカテゴリーコンテキストを現
在のウェブ検索エンジンにおいてクリックストリームログから導出することによってその
ような検索エンジンに有利に組み込まれることができる。これは、任意の検索エンジンに
容易に追加されることができ、より大きな平均の数のキーワードを有するクエリを生成す
ることにおいて重要な役割を担うことができる。これは、現在のパーソナライズのアプロ
ーチよりも関連性のある結果を達成することに対するより有効な態様である可能性がある
。
【０１２６】
　別の実施形態において、電子メールが、キーワードをメールアドレスとして受け入れる
特別に設計されたメールサーバを使用することによってキーワードのようなコンテキスト
を用いてアノテーションされることができる。例として、キーワードＫｅｙ１がＫｅｙ１
＠ｓｐｅｃｉａｌＳｅｒｖｅｒ．ｔｌｄとして入力されることができる。Ｏｕｔｌｏｏｋ
のような既存の電子メールクライアントに対するアドインモジュールが、メールアドレス
をオートコンプリートすることによってそのようなキーワードのシームレスな入力を可能
にするインタラクションパラダイムをもたらすために修正されることができる。この電子
メールが、Ｔｏ：、ＣＣ：、及びＢＣＣを使用することによってそのようなアドレスに送
信されることができる。これは、基本的なプロトコルを変更する必要なしに電子メールの
カテゴリーを可能にする。メールが転送又は返信される度に、そのようなアノテーション
が行われ、送信者の電子メールＩＤがこのシステムのユーザＩＤなどとして使用され、す
べてのそのようなアノテーションがサーバにおいて収集されることができる。そのとき、
フロントエンドのアドインモジュールは、電子メールのカテゴリーコンテキストへのカテ
ゴリー、及び検索などの好ましい実施形態のその他の機能を提供することができる。別の
あり得る方法は、ストップワードが取り除かれ、それから電子メールが本発明のメッセー
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ジと同様に処理されることができるように「題名」行のテキストを使用してキーワードを
導出することである。
【０１２７】
　発行者ＩＤに対するＴＦ－ＩＤＦの時間に基づく変形に基づいてアイテムを再ランク付
けする概念は、今でさえ電子メールクライアントソフトウェアに有利に実装されることが
できる。発行者ＩＤは、受信箱内の受信電子メールの送信者電子メールＩＤとなる。メー
ルソフトウェアは、各送信者に関する特定期間の使用頻度を計算するために、どの送信者
からのどの電子メールがユーザによって読まれるかを見るためにユーザを監視することが
できる。特定の送信者から受信された電子メール数は、送信者ＩＤに関連するアイテム数
の代用として働くことができる。再ランク付け機能が、関連性に基づいてユーザの受信箱
をソートするために有利に実装されることができる。
【０１２８】
　同様のアプローチが、好適に開発されたソフトウェアを用いてユーザの集団全体に対し
てコンテキストの影響を受ける態様で発見され得るブログのポスト、ポッドキャスト、及
び任意のＲＳＳフィードに基づくアイテムを作成するために有利に利用されることもでき
る。すべてのそのようなポストは発行イベントとして好適なアノテーションサーバに送信
されることができ、ＲＳＳリーダソフトウェアが、本発明によって説明されたようにサブ
スクリプション及びアノテーションを可能にするために好適に修正されることができる。
発行者ＩＤは、ＲＳＳ　ｕｒｌから合成されることができるか、又はアノテーションサー
バにおいて特別なログイン手順によって割り当てられることができる。
【０１２９】
　当技術分野に習熟した読者は、本発明及び説明された実施形態が、企業又はデスクトッ
プのファイル、ウェブ上のブログ、及び本発明に関するその他の好適な用途に様々な形態
で適用されることができることを認めるであろう。インスタントメッセージ通信ソフトウ
ェア及びチャットソフトウェアは、これを使用してコンテキストベースのリアルタイムの
メッセージ通信を実装することができる。また、本発明は、的を絞った広告の配信に特定
の関連性を有する。ユーザの検索は、広告がユーザに対して的を絞った態様でプッシュさ
れることを可能にする。これは、プルに基づく現在のキーワードベースの広告モデルの代
わりにプッシュベースの新しい形態の広告を提供するためにウェブ検索エンジンのプロバ
イダによって利用されることができる。サブスクリプションは現在のウェブ検索と比較し
てユーザがさらされるコンテキストの数を増加させるので、サブスクリプションは、対応
するより多くの高い関連性を有する広告機会をもたらす。ユーザプロファイルはクライア
ントに保持されることができるので、これは、コンテンツがテレビなどのように無料で与
えられるコンテンツ配信の新しいモデルを可能にする可能性があるパーソナライズされた
態様でユーザにストリーミングされるコマーシャルと共にＴＶ又は映画／ビデオを提供す
ることなど、広告配信の新規性のある形態で利用されることができる。この形態のコミュ
ニケーションは、多対多コミュニケーションパラダイムがより低コストでより効率の良い
そのような広告の的を絞った配信を可能にする分類された広告の配信に理想的に適する可
能性がある。例として、中古カメラの販売人は、対応するカテゴリーコンテキストの使用
を通じて中古カメラの潜在的な買い手とコミュニケーションすることができる。
【０１３０】
　本発明の実施形態は、同じ発明者による２つの特許出願、「Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｓ
ｅｍａｎｔｉｃａｌｌｙ　ｄｉｓａｍｂｉｇｕａｔｉｎｇ　ｔｅｘｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ」（米国特許出願第１０／９５４９６４号及び国際出願ＰＣＴ／ＳＧ２００５／０
００３２１号）並びに「Ａ　ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｏｒｇａｎ
ｉｚｉｎｇ　ｉｔｅｍｓ」（国際出願ＰＣＴ／ＳＧ２００５／０００３２０号）において
提供された意味論メカニズムを有利に利用することができる。これらの従来出願の内容は
参照により本願に援用される。出願番号ＵＳ１０／０５４０６４は、テキストが意味の一
意な機械表現に変換されることを可能にするユーザインターフェース方法を開示する。し
たがって、ｂｌｏｇ、ｂｌｏｇｓ、ｗｅｂｌｏｇなどのようなキーワードが、意味「ｗｅ
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ｂｌｏｇ」を表す単一のＩＤにマッピングされることができる。これは、本発明のアノテ
ーション、検索、サブスクリプション、及びその他のメカニズムがより正確であることを
可能にする。アイテムをそれらのアイテムをより発見されにくくする上記のキーワードに
よって３つの別個のコンテキストに分割させる代わりに、それらは容易な想起及び比較の
ために１つのコンテキストにグループ化される。本発明のメカニズムは任意の言語からの
キーワードを認めることができるので、意味のそのような機械表現が言語をまたがる態様
で実装され、同じ曖昧性除去を達成することもできる。出現番号ＰＣＴ／ＳＧ２００５／
０００３２０は、そのような意味メタデータが「ｒｅｌａｔｅｄ－Ｔｏ」関係を通じて制
限された階層の形態で組織化されることを可能にする知識表現方法を開示する。これは、
ちょうど出願番号ＵＳ１０／０５４０６４の方法がテキストの曖昧性を除去するようにコ
ンテキストの曖昧性を除去するために有利に利用されることができる。例として、以下の
コンテキスト｛“Ｊａｖａｓｃｒｉｐｔ”，“Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ”｝及び｛“Ｊａ
ｖａｓｃｒｉｐｔ”｝は事実上アイテムの同じ集合を指す。基本的に、Ｊａｖａｓｃｒｉ
ｐｔはプログラミング言語であるので、Ｊａｖａｓｃｒｉｐｔに関連するアイテムの多く
はプログラミングにも関連する。したがって、キーワード「Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ」は
、新しい情報又は区別能力をアイテムの集合に加えない。２つの別個のコンテキストを持
つことによって、コンテキスト空間が断片化される。これは、「Ｊａｖａｓｃｒｉｐｔ」
から「Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ」に向かう、当該特許出願に記載の「ｒｅｌａｔｅｄ－Ｔ
ｏ」関係を持つことによって改善されることができる。これは、任意のアイテムに関して
、「Ｊａｖａｓｃｒｉｐｔ」がキーワードである場合に「Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ」キー
ワードが存在すると仮定される可能性があることを示唆する。そのような意味関係を前も
って計画させることによって、２つのコンテキストを同じコンテキストに曖昧性除去する
ことができる。当該特許出願は、より直感的なユーザエクスペリエンスのためのドリルダ
ウンキーワードに関するカテゴリーコンテキストと共に有利に使用されることができる「
ブラウズパスビヘイビア（Ｂｒｏｗｓｅ　Ｐａｔｈ　Ｂｅｈａｖｉｏｕｒ）」と呼ばれる
メカニズムも記載する。本発明のメカニズムと有利に組み合わされることができる、両方
の特許出願に開示されたようなこれらの発明のいくつかのその他の能力が存在する。
【０１３１】
　本発明は、意味メタデータ又は概念、及びそれらの関係を生成するための重要な方法と
して働くこともできる。本発明におけるアイテムの定義キーワードが、候補概念を生成す
るために利用されることができる。例として、同じ意味に割り当てられることができるキ
ーワードが、各アイテムに関する定義キーワード内の同様の単語を調べることによって（
自動的に又は手動で）生成されることができる。同じ語幹形を有する異なるキーワードは
、自動的に通常の意味にマッピングされることができる（同じアイテム内で使用される「
ｂｌｏｇ」及び「ｂｌｏｇｓ」などは同じことを意味する可能性が高い）。少しの手動介
入を用いて、「ｗｅｂｌｏｇ」が任意の所与のアイテムの定義キーワードで「ｂｌｏｇ」
又は「ｂｌｏｇｓ」と共に何度も使用される場合、「ｗｅｂｌｏｇ」を同じ意味に関連付
けることができる。同様に、異なる自然言語にまたがるキーワードが同じ意味に関連付け
られることができる。より包括的な方法として、定義キーワード及びそれらの対応するア
イテムの行列を取り、我々が共起、及び２次、３次、又はそれより高次の共起を含む語形
の間の相関を調べて「ｒｅｌａｔｅｄ－Ｔｏ」関係及び定義概念並びにそれらのキーワー
ドの割り当てを生成することを可能にするＬＳＩなどの相関解析を実行することができる
。これは、ＩＲにおけるその他のそのような試みとは大きく異なる。本発明のメカニズム
によって生成される定義キーワードは、実世界のアイテムに関する単語の意味のコミュニ
ティの解釈であり、実際の使用における意味を示す。これは、意味メタデータ及びそれら
の関係を導出するためにＬＳＩなどのパターン認識方法及びその他の相関方法が使用され
ることができる質の高いデータ集合を与える。カテゴリーコンテキストも、意味メタデー
タを導出するためにそのような解析のために利用されることができる同様の質の高いデー
タ集合を表す。そのようなメタデータは、２つの特許出願によってそれらの機能のために
要求される形態に変換されることができ、次に本発明の精度を向上するために使用される
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ことができる。
【０１３２】
　上記と同様に、これは、アノテータが「ｂａｎｄ＝Ｂｅａｔｌｅｓ」などのキーワード
の形態で関係を指定することを可能にし、定義キーワードを決定するのと同様の方法を使
用して所与のアイテム／概念の属性名の発見を可能にし、それを使用して自動的又は半自
動的な態様でオントロジを生成することによってセマンティックウェブによって定義され
るようなより豊富なオントロジを生成することに拡張されることができる。
【０１３３】
　本発明の好適な実施形態は、組織内の処理機能を増強するための新しい方法として使用
されることができる。例として、組織内で自身の机を移動したい人は、単に「移動要求」
などのコンテキストにメッセージを発行することができ、移動要求を処理することに関わ
るすべての関係者がこのトピックにサブスクライブし、同時に通知されることができる。
これらの関係者は、要求、設備、技術などのオーソライザを含むことができる。これらの
関係者のそれぞれは、元の要求のコンテキストへのメッセージの連鎖を可能にするために
アイテムを元のアイテムＩＤと共に１つにして発行することができる。これらの発行され
たアイテムは、要求を処理するための組織のワークフロー内のステップの完了に対応する
可能性がある。例として、そのようなステップは、要求の認可、要求のその他のコンテキ
ストへの通知、要求の終了、要求の別のコンテキストへの割り当てなどを含むことができ
る。これは、「移動要求」意味メタデータを定義し、それをアイテムの種類に割り当てる
など、発行されたアイテムを意味メタデータを用いて厳密に分類することによって強化さ
れることができる。より広範な処理機能を容易にするために、このメカニズムは既存のＢ
ＰＭＳシステムとインターフェースを取られることができる。処理の自動化に関する重要
な問題のうちの１つは、例外的な状況を扱うことが難しいことである。本発明のパラダイ
ムなどの多対多コミュニケーションパラダイムは、そのようなインタラクションに対して
より有機的で適応性のある構造をもたらす助けとなることができる。
【０１３４】
　幅広く説明された本発明の範囲又は精神を逸脱することなく、特定の実施形態に示され
た本発明に対して多くの変更及び／又は修正がなされ得ることが当業者によって理解され
るであろう。したがって、本実施形態はすべての点において例示的とみなされるべきであ
り、限定的とみなされるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【０１３５】
【図１】典型的なアノテーションの分布を示す図である。
【図２】べき乗則の分布を示すグラフである。
【図３】本発明による基本的なシステム設計を示す図である。
【図４】例示的なコンピューティング環境の図である。
【図５】ブラウザベースのアノテーションイベントジェネレータのためのユーザインター
フェースの図である。
【図６】ファイルシステムベースのアノテーションイベントジェネレータのためのユーザ
インターフェースの図である。
【図７】電子メールソフトウェアベースのアノテーションイベントジェネレータのための
ユーザインターフェースの図である。
【図８】例示的な記憶ダイアログの図である。
【図９】例示的な発行ダイアログの図である。
【図１０】アノテーションブラウザのためのユーザインターフェースの図である。
【図１１】アノテーションの収集のプロセスを示す流れ図である。
【図１２】検索及びパーソナライズのプロセスを示す流れ図である。
【図１３】発行及びサブスクライブのプロセスを示す流れ図である。
【図１４】例示的な記憶アノテーションイベントの図である。
【図１５】サブスクリプションクリックストリームアノテーションイベントの図である。
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【図１６】例示的な発行イベントの図である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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